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お手製の正月飾り
正月飾りのしめ縄、門松や鏡餅などとともに

「新しい年が良い年であるように」との願いを込め、
年神様を迎える門前や玄関前に飾られました。最
近はコンビにでも買うことができますが、写真の
ような手作りはいかがでしょうか。市内竜王の齋
藤津ね子さんは毎年、稲刈りの時に注連縄飾り用の
ワラを確保し、12月上旬から作ります。材料は祝
儀の水引などを再利用。公民館の教室などでも作
り方を教えているそうです。



金山神社祭典
江戸時代中期に始まったと伝えられ、山梨県の奇祭のひ
とつにも数えられる珍しいお祭り。鍛冶職人の子孫とい
われる小林一族を中心に毎年１月28日に開催されます。
米の粉を練って男女の性器を作り、あんこをまぶして神
前に供えます。子授けの神としての信仰が厚く、県外か
らも祈願に来る夫婦が増えています。

江戸時代から続く玉川道祖神祭（１月14日）
今も現役の「道祖大神宮」と彫られた版木。その箱には
「文政十年」（西暦1827年）と書かれており、この版木で
刷られたお札は地域の世帯に配られています。祭のメイ
ンイベントは、７メートルの高さに積まれたワラを燃や
すどんど焼き。木の枝に突き刺したまゆ玉（だんご）を、
この火で焼いて食べると１年間無病息災でいられる、書
き初めの書を投げ込み、空高く舞い上がると書が上達す
る、といった言い伝えは、現在も地域の中に生き続けて
います。

元旦年賀状配達に出発
みなさんのお宅に１日に年賀状が届くように
と、今年も郵便局のみなさんは早朝に局を出発。

下福沢の七福神
小正月の行事として市内下福沢で行われているもの
に、新暦の１月14日の宵から15日にかけて行う道祖
神の祭礼としての「どんどん焼き」と「七福神のね
りこみ」、15日に行う「氏子めぐり」（悪魔ばらい）
があります。
「七福神のねりこみ」は厄払いと御祝儀祝の２通りが
あり、厄払いは男子42歳の厄を払い、御祝儀祝は新
婚の家庭や新築の家などで行われる行事となってい
ます。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

17
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
る
中
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
い
た
だ
き

「
竜
王
町
、
敷
島
町
、
双
葉
町
」
が
合
併
し
て

「
甲
斐
市
」
が
誕
生
す
る
と
い
う
歴
史
に
残
る

大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
甲
斐
市
が

発
足
し
、
４
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
出
来
ま
し
た
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ま

し
た
「
広
域
化
に
対
応

し
た
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
」、「
良
好
な
居
住

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」、

「
少
子
・
高
齢
化
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
、

「
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
・
高
度
化
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
」、「
地

方
分
権
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
の
５
つ
を

基
本
に
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
展
開
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
甲
斐
市
が
周
辺
地
域
の
発
展
を

リ
ー
ド
す
る
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め

に
、
都
市
と
し
て
の
核
と
な
る
Ｊ
Ｒ
竜
王
駅
周

辺
地
域
に
つ
い
て
、
複
合
的
な
機
能
を
視
野
に

入
れ
た
整
備
を
行
い
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
塩
崎
駅
周
辺
地
域

に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
市
の
西
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
捉
え
、
周
辺
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
玉
幡
地
区
拠
点
公
園
整
備
事
業
、

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
、
双
葉
西
小
学
校
施

設
整
備
事
業
な
ど
、
都
市
基
盤
や
生
活
環
境
整

備
、
教
育
・
文
化
の
振
興
、
保
健
・
医
療
と
福

祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
等
の
施
策
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
国
が
進
め

る
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
国
庫
補
助
金

の
見
直
し
や
交
付
税

の
削
減
な
ど
、
地
方

財
政
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
、

行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
確
立
し
、
市

民
の
皆
様
に
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市

民
の
皆
様
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
行
政
を
、
ま
た
、
全
て
の
市
民
が
快
適
さ
と

豊
か
さ
を
等
し
く
享
受
で
き
る
「
緑
と
活
力
あ

ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
市

民
の
目
線
に
立
ち
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
甲
斐
市
に
と
っ
て
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

甲斐市長

藤巻 義麿
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
17
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
新
潟
県

中
越
地
震
を
は
じ
め
、
大
型
台
風

の
上
陸
、
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害

が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
今
な
お

各
地
で
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

国
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
国

内
民
間
需
要
が
着
実
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
景
気
回
復
が
見

込
ま
れ
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
景
気
低

迷
と
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ

ル
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
雇
用
情
勢
な
ど
景
気

回
復
の
先
行
き
は
不
透

明
な
状
況
で
す
。

昨
年
九
月
に
誕
生
し

た
本
市
は
、「
緑
と
活
力

あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都

市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
に
掲
げ
、
自

然
と
共
存
す
る
快
適
な

居
住
環
境
の
都
市
と
し

て
、
ま
た
甲
府
盆
地
の

新
た
な
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
担
う
都
市

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
、「
竜
王
駅
都
市
拠
点
整
備
事

業
」「
塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
」「
し
き
し
ま
の

里
（
仮
称
）
整
備
事
業
」
な
ど
の
基
盤
整
備
事

業
を
は
じ
め
、
福
祉
・
保
健
・
教
育
・
環
境
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
広
域
的
な

視
野
に
立
っ
た
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化
と
豊
か

な
都
市
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
が
推
し
進
め
ら
れ
、

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
く
な

る
こ
の
変
革
期
に
、
議
会
制
民
主
主
義
の
責
務

を
深
く
肝
に
銘
ず
る
と
共
に
、
市
民
の
皆
様
の

要
望
を
十
分
に
反
映
す
る
中
で
、
地
方
分
権
の

時
代
に
即
し
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
、
最
善

の
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

甲斐市議会議長　

小林 佳一
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甲
斐
市
に
お
け
る
確
定
申
告
の
受

付
業
務
に
つ
い
て
は
旧
町
単
位
で
行

い
ま
す
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は
広
報

２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
自
書
に
よ
る
作
成
コ
ー
ナ
ー
を

主
体
に
行
い
ま
す
〜

確
定
申
告
が
本
年
も
２
月
16
日

（
水
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
合
併
前

の
３
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
が
税
務

署
へ
赴
い
て
申
告
す
る
こ
と
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
職
員
に
よ

る
申
告
相
談
及
び
受
付
（
受
け
付
け

た
申
告
書
は
数
日
後
、
税
務
署
に
送

ら
れ
ま
す
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

合
併
後
も
引
き
続
き
旧
３
町
ご
と

に
会
場
を
設
置
し
て
実
施
し
ま
す
が
、

確
定
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
本
来
の
提
出
先
で
あ

る
税
務
署
で
申
告
書
等
の
記
載
に
つ

い
て
指
導
を
受
け
て
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
自
営
業
、
不
動
産
業
等
の
人
で
、

初
め
て
確
定
申
告
を
す
る
人
。

②
自
営
業
、
農
業
、
不
動
産
業
等
の

人
で
、
収
支
内
訳
書
の
記
載
が
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な
い
人
。

③
青
色
申
告
の
人
で
、
決
算
書
等
の

記
載
が
わ
か
ら
な
い
人
。

④
土
地
や
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等

の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人
。

⑤
雑
損
控
除
が
あ
る
人
。

「
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
」

税
務
署
で
は
、「
申
告
書
は
自
分

で
書
い
て
お
早
め
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
自
書
申
告
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

市
の
申
告
会
場
も
自
書
申
告
コ
ー

ナ
ー
を
主
に
、
ご
自
分
で
申
告
書
が

作
成
で
き
る
よ
う
、
書
き
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

ニ
セ
税
理
士
に
注
意

本
年
か
ら
申
告
書
の
作
成
を
税
理

士
に
依
頼
す
る
人
は
、
ニ
セ
税
理
士

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
税
理
士
資

格
を
有
し
て
い
る
か
確
認
を
）

還
付
申
告
（
税
金
が
戻
る
人
）
は
税

務
署
で
は
１
月
か
ら

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
等
を
受
け
る
人
や
退
職
後
、

再
就
職
し
な
い
人
で
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
人
な
ど
、
申
告
を
す
れ

ば
所
得
税
が
戻
る
人
は
、
１
月
か
ら

還
付
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
申
告
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た



こ
の
場
合
は
税
務
署
で
の
申
告
と
な

り
ま
す
が
、
申
告
期
間
中
は
税
務
署

及
び
市
の
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
告
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。（
早
め
の
申
告
は
早
め

の
還
付
に
つ
な
が
り
ま
す
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
を

作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
が
あ
り
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
確
定
申
告
書
は
、
そ
の
ま
ま
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
印
刷
の
際

は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。）
ご
自
宅
で
24
時
間
い
つ
で

も
作
成
で
き
ま
す
の
で
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ア
ド
レ
ス
は
、

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

で
す
。

郵
送
等
に
よ
る
提
出
が
で
き
ま
す

確
定
申
告
書
は
、
税
務
署
へ
郵
送

ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受

箱
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

申
告
書
の
控
え
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
書
き

し
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
す
る
と
控
え
に
受
付
印
を
押
し

て
返
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

■
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
の
共
同

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

確
定
申
告
書
を
ご
自
分
で
書
け
る

よ
う
、
国
・
県
・
市
町
村
が
共
同
で
、

次
の
と
お
り
申
告
書
の
作
成
指
導
を

行
い
ま
す
。

確
定
申
告
関
係
書
類
、
筆
記
用
具
、

計
算
器
具
及
び
認
印
を
ご
持
参
の
う

え
、
最
寄
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、
各
会
場
と
も
申
告
書

の
受
付
を
行
い
ま
す
。（
譲
渡
所
得
の

あ
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

税
理
士
会
が
行
う
「
年
金
及
び
医
療

費
還
付
申
告
指
導
」
の
開
催

給
与
所
得
者
及
び
年
金
所
得
者
で

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
の
た

め
に
還
付
申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

税
理
士
会
が
行
う
「
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
確
定
申
告
無
料
相
談
」
の

開
催所

得
３
０
０
万
円
以
下
の
小
規
模

事
業
者
を
対
象
に
、
確
定
申
告
書
の

書
き
方
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

7

「年金及び医療費還付申告指導」日程表

月　日

２月９日（水）

２月10日（木）

時　　間

午前10時～

午後４時

会　　場

甲府市総合

市民会館３階

◎
建
物
を
取
り
壊
し
た
み
な
さ
ん

滅
失
家
屋
の
届
け
出
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
る
も
の
で
す
。

平
成
16
年
１
月
１
日
か
ら
の
１

年
間
に
、
お
持
ち
の
建
物
を
老
朽

化
や
建
て
替
え
に
よ
り
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
滅
失
家
屋
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

印
鑑

◎
確
定
申
告
に
使
用
す
る
固
定
資

産
税
額
に
つ
い
て

確
定
申
告
時
に
必
要
経
費
と
し

て
記
載
す
る
固
定
資
産
税
額
に
つ

い
て
は
、
支
所
に
お
い
て
も
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。
申
告
間
近
に

な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

所得税・事業税・住民税の共同説明会日程表

月　日

２月３日（木）

２月４日（金）

２月７日（月）

２月８日（火）

時　　間

午後１時30分

～午後４時

会　　場

甲 府 市 北 部
市民センター

北 杜 市 役 所
長坂総合支所

韮 崎 市 役 所

南 ア ル プ ス
市 役 所

「小規模事業者のための確定申告無料相談」日程表

月　日

2月16日（水）
～2月28日（月）
土曜日及び
27日（日）を除く

２月21日（月）

２月22日（火）

２月28日（月）

３月１日（火）

時　　間

・午前10時

～正午

・午後１時

～午後４時

会　　　場

甲府市総合市民会館

３階

甲斐市竜王北部公民館

南アルプス市白根中央公民館

韮 崎 市 役 所

北杜市役所長坂総合支所
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会 　 　 計 　 　 名  予　算　額 
一 般 会 計  
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  
老 人 保 健 特 別 会 計  
介 護 保 険 特 別 会 計  
住宅新築資金等貸付事業特別会計 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  
地 域 し 尿 処 理 施 設 特 別 会 計  
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  
宅 地 開 発 事 業 特 別 会 計  
下 水 道 事 業 特 別 会 計  

総　　　　合　　　　計 

16,853,992 
3 ,633 ,297 
2 ,770 ,254 
1 ,220 ,478 
15 ,677 
93 ,618 
17 ,603 
10 ,508 
353,975 
2 ,398 ,374 
27 ,367 ,776

予　算　額 
収益的収入及び支出 
資本的収入及び支出 

513,222 
543,750

収　　　入 
520,223 
160,410

平成16年度会計別予算一覧表

平成16年度水道事業会計予算

資本的収入額が、資本的支出額に対し不足する額383,340千円
は、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金113,340千円、繰
越利益剰余金処分額100,000千円、建設改良積立金150,000千円
及び減債積立金20,000千円で補てんするものとする。

諸収入 
4,011,747 
（23.8％） 

市債 
3,869,000 
（22.9％） 

市税 
2,183,667 
（13.0％） 

地方交付税 
2,057,480 
（12.2％） 

国庫支出金 
1,679,426 
（10.0％） 

県支出金 
1,059,585 
（6.3％） 

地方消費税交付金 
534,357（3.2％） 

地方譲与税 
271,830（1.6％） 

繰入金 
246,805（1.5％） 

地方特例交付金 
135,227（0.8％） 

使用料及び手数料 
126,388（0.7％） 利子割交付金 

95,453（0.6％） 

自動車取得税交付金 
125,085（0.7％） 

ゴルフ場利用税交付金 
39,874（0.2％） 

財産収入25,630（0.2％） 
交通安全対策特別交付金 

18,059（0.1％） 
配当割交付金 
13,316（0.1％） 

株式等譲渡所得割交付金 
6,709（0.0％） 

寄附金1,572（0.0％） 

歳入合計 
16,853,992 
（100％） 

土木費 
3,691,478 
（21.9％） 

公債費 
3,670,739 
（21.8％） 

民生費 
3,060,943 
（18.2％） 

総務費 
2,153,396 
（12.8％） 

教育費 
1,440,441 
（8.5％） 歳出合計 

16,853,992 
（100％） 

衛生費 
990,970 
（5.9％） 

農林水産業費 
923,245（5.5％） 

消防費 
548,064（3.3％） 

議会費 
172,718（1.0％） 

商工費 
136,455（0.8％） 

予備費 
40,000（0.2％） 

災害復旧費 
4,000（0.0％） 
諸支出金 

1,402（0.0％） 

労働費 
20,141（0.1％） 

分担金及び負担金 
352.782（2.1％） 

11
月
24
日
（
水
）
か
ら
開
催
さ
れ
た
甲
斐
市
議
会
11
月
定
例
会
に
お

い
て
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
約
３
か
月
分
の
暫
定
で
執
行
さ
れ
て
い
た

平
成
16
年
度
の
予
算
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
市
の
平
成
16

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
総
額
１
６
８
億
５
千
３
９
９
万

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
旧
３
町
の
平
成
16

年
度
当
初
予
算
な
ど
を
基
に
、
既
定
の

暫
定
予
算
も
含
め
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
竜
王
駅
周
辺
整

備
事
業
や
玉
幡
地
区
拠
点
公
園
整
備
事

業
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
及
び
双

葉
西
小
学
校
施
設
整
備
事
業
な
ど
で
あ

り
、
旧
町
の
主
要
事
業
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
た
事
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
規
の
事
業
と
し
て
、
市
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
主
要
看
板
の
撤

去
及
び
書
き
換
え
事
業
、
市
章
の
制
定

事
業
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
整
備
に

伴
う
事
業
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
総
額
１
６
８
億
５
千
３
９
９
万
２
千
円

新
市
新
市
16
年
度
予
算
が
決
ま
る

年
度
予
算
が
決
ま
る 
新
市
新
市
16
年
度
予
算
が
決
ま
る

年
度
予
算
が
決
ま
る 
新
市
16
年
度
予
算
が
決
ま
る 

【一般会計】
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募
集
要
件

甲
斐
市
民
で
運
転
免
許
証
（
普
通
車

以
上
）
を
お
持
ち
の
人
で
、
社
会
実
験

期
間
中
双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
利
用
し
、
市

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
人
。

募
集
・
受
付
期
間

平
成
17
年
１
月
20
日
〜
平
成
17
年
３

月
25
日

※
期
日
ま
で
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
取
付

が
完
了
で
き
る
人
。

（
受
付
時
間
は
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。
※
土
日
、
祝

日
は
除
く
）

モ
ニ
タ
ー
特
典

募
集
期
間
中
、
新
た
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
を
購
入
さ
れ
る
人
ま
た
は
、
平
成
16

年
11
月
19
日
以
降
購
入
さ
れ
た
人
に
対

し
、
購
入
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
（
５
、

０
０
０
円
）
を
補
助
し
ま
す
。（
Ｊ
Ｈ
で

実
施
す
る
助
成
制
度
と
重
複
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
）

※
補
助
対
象
は
、
限
定
１
、
０
０
０
名

１
人
１
回

手
続
き

補
助
を
す
る
に
あ
た
り
、
補
助
金
交

付
申
請
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
担
当
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
９

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
１

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
８
）
２
２
１
１

施　　　設　　　名

1月

1 2 3 4 5 6 7

土 日 月 火 水 木 金

市役所各庁舎窓口・水道局

竜王・双葉保健福祉センター

敷島保健福祉センター（歩行浴プール・軽運動室）

自動交付機

市立保育園

市立幼稚園

竜王図書館

双葉図書館

敷島図書館

各公民館・ふれあい文化館・敷島総文

釜無川レクリエーションセンター

志麻の湯 ※１

百楽泉 ※１ ※１

各児童館、児童センター

働く婦人の家

勤労青少年ホーム

勤労者会館

竜王スポーツセンター

釜無川スポーツ公園 ※３ ※３

敷島総合公園多目的運動場

双葉スポーツ公園

南部公園運動場

各市営テニスコート

竜王・敷島・双葉体育館

学校体育施設

竜王武道館

双葉弓道場

各歴史民俗資料館

ドラゴンパーク展望塔 ※２

やすらぎ聖苑

農の駅

※　　　はお休みとなります。 ※１午前10時から午後５時まで
※２午前６時30分から午前８時まで開館　
※３午後７時30分から午後10時のみ開放（夜間のみ）
※双葉ふれあい文化館ホールの平成17年６月分の使用受付開始日は、４日
（火）からになります。

11
月
27
日
（
土
）、
ア
イ
メ
ッ

セ
山
梨
（
甲
府
市
）
で
開
催
さ
れ

た
ロ
ボ
コ
ン
山
梨
県
大
会
に
お

い
て
、
竜
王
北
中
学
校
３
年
の

中
田
秀
樹
く
ん
は
チ
ー
ム
名

「
囲
碁
〜
」
と
し
て
出
場
、
中
学

生
の
部
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
に
は
県
内
か
ら
１

８
０
チ
ー
ム
が
参
加
。
学
校
の

選
択
技
術
の
授
業
で
取
り
組
ん

だ
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
が
、
見
事
優

勝
を
つ
か
ん
だ
中
田
く
ん
、
実

は
中
学
生
活
の
思
い
出
に
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
た
と
の
こ
と
。

勝
因
は
ず
ば
り
「
運
」
だ
と
言

う
中
田
く
ん
。
12
月
５
日
に
は
、

県
代
表
と
し
て
群
馬
県
で
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
が
こ
ち
ら
は
１
勝
１
敗
で

残
念
な
が
ら
決
勝
リ
ー
グ
に
は

進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

双
葉
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
事
業
に
伴
い

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
の

実
施
に
先
が
け
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

年始の施設窓口業務日程表

ロ
ボ
コ
ン
山
梨
県
大
会
で
優
勝
（
中
学
生
の
部
）

12月号でお知らせした日程表に誤りがありましたのでここに訂正します。



本
年
度
、
竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
が

国
土
交
通
省
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

事
業
に
採
択
さ
れ
、
平
成
23
年
度
の
完

成
を
目
指
し
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
、
安
全
で
快
適
な
竜
王
駅
周
辺

の
交
通
環
境
の
改
善
、
街
路
景
観
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
交
通
環
境
の
改
善

・
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
（
竜
王
駅
南

口
線
、
竜
王
駅
南
通
り
線
、
竜
王
駅

東
通
り
線
、
竜
王
駅
北
通
り
線
、
竜

王
駅
北
口
線
）

・
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

の
整
備
（
駅
舎
橋
上
化
、
南
北
自
由

通
路
、
南
北
駅
前
広
場
、
駐
輪
場
、

駐
車
場
）

・
駅
へ
の
歩
行
者
ル
ー
ト
の
整
備
（
竜

王
駅
西
通
り
線
の
歩
道
、
竜
王
駅
南

口
線
の
歩
行
者
道
路
）

■
街
路
景
観
の
向
上
等

・
街
路
景
観
の
向
上
（
電
線
類
の
地
中

化
、
歩
道
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
・
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
）

・
主
要
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
南

北
自
由
通
路
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
歩
道
の
視
覚
障
害

者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
設
置
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

駅
周
辺
整
備
室
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
７

10

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
一
般
か
ら
募
集
し
て
い

た
、「
関
東
の
富
士
見
１
０
０
景
」
に
本
市
か
ら
次
の
３
か
所

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通

省
が
、
富
士
へ
の
良
好

な
展
望
が
得
ら
れ
る
地

点
で
、
周
辺
の
景
観
保

全
や
活
用
へ
の
支
援
を

通
じ
て
、
美
し
い
景
観

地
域
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
地
点
を
公
募
し
た

も
の
。
市
か
ら
２
点
、

民
間
か
ら
１
点
が
応
募

し
、
３
地
点
が
総
体
で

選
ば
れ
ま
し
た
。

選
定
委
員
か
ら
は
「
公
園
化
構
想
に
よ
る
花
植
え
活
動
な

ど
全
体
で
景
観
の
保
全
・
活
用
へ
の
熱
意
が
あ
る
こ
と
が
評

価
で
き
る
。
市
か
ら
の
富
士
と
し
て
３
地
点
が
相
互
に
連
携

し
、
周
辺
の
観
光
資
源
と
と
も
に
活
用
が
促
進
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
展
開
が
期
待
で
き
る
」
と
い
う
評
価
を
得
ま
し

た
。

富
士
見
１
０
０
景
に
市
か
ら
３
か
所
選定釜無川と信玄堤と富士

ドラゴンパーク展望塔からの富士

音響式信号機 
点字案内板 

竜王駅北口線 

駅前広場駐車場 

駅北口広場 竜王駅北通り線 

竜王駅西通り線（歩道） 

竜王駅橋上駅舎 

誰でもトイレ 
点字案内板 

ポケットパーク 

竜王駅前支線 

駅南北自由通路 

音響式信号機 
点字案内板 

駅南口広場 

敷島田富線 

駅前広場駐車場 

竜王駅南口線 

駅南口歩行者道路 

ポケット 
パーク 

駅前広場駐輪場 

竜王駅南通り線 

竜王駅東通り線 

竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
が 

　
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 
竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
が 

　
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

竜王駅前周辺整備事業計画

玉幡地区拠点公園及びアルプス通り
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長
田
昭
さ
ん
（
大
下
区
）

こ
の
ほ
ど
文
部
科
学

省
社
会
教
育
功

労
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

長
田
さ
ん
は
、

区
長
と
し
て
地
区

公
民
館
の
設
置
に
尽
力

し
開
設
実
現
に
至
る
と
と
も
に
、
昭
和

52
年
か
ら
社
会
教
育
委
員
に
就
任
。
公

民
館
の
重
要
性
を
提
唱
し
、
現
在
の
甲

斐
市
敷
島
公
民
館
（
旧
敷
島
町
中
央
公

民
館
）
と
３
地
区
公
民
館
と
の
体
制
づ

く
り
の
中
心
的
役
割
り
を
果
た
し
、
地

域
の
社
会
教
委
区
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

加
藤
翔
一
さ
ん
（
上
八
幡
区
）

11
月
22
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

全
国
善
行
表
彰
式
の
席
上
、
善
行
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
、
高

校
生
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
県
下
各
地
域
で

小
中
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活

動
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
し

た
。

県政功績者表彰

平
成
17
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い

わ
れ
る
「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関

係
者
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業

の
経
営
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
２

故
長
田
政
明
さ
ん

（
大
下
条
区
）

長
年
に
わ
た
り
、
敷

島
町
議
会
議
員
、
町
長

と
し
て
町
政
の
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。
特
に

甲
斐
市
誕
生
に
際
し
、

中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

宮
澤
駒
雄
さ
ん

（
竜
王
新
町
５
区
）

県
職
員
と
し
て
、
環

境
公
害
課
長
、
国
体
総

務
課
長
、
議
会
事
務
局

次
長
、
地
方
労
働
委
員

会
事
務
局
長
な
ど
幅
広

い
行
政
分
野
で
、
地
方

自
治
の
発
展
に
寄
与
し

ま
し
た
。

竹
井
清
八
さ
ん

（
下
今
井
区
）

双
葉
町
商
工
会
、
県

商
工
会
連
合
会
で
長
年

要
職
に
つ
き
、
地
域
特

産
品
開
発
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
連
合
会
で

は
組
織
体
制
強
化
を
図

る
な
ど
本
県
経
済
界
振

興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

志
村
榮
一
さ
ん

（
松
島
団
地
区
）

長
年
に
わ
た
り
、
県

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
役

員
と
し
て
、
普
及
・
発

展
に
貢
献
。
ま
た
、
県

体
育
協
会
理
事
と
し

て
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ
発

展
に
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
田
耕
三
さ
ん

（
竜
王
新
町
１
区
）

県
美
術
協
会
の
会
長

と
し
て
本
県
の
芸
術
文

化
振
興
に
貢
献
。
特
に

県
芸
術
祭
実
行
委
員
会

会
長
と
し
て
、
参
加
部

門
の
拡
大
な
ど
充
実
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

伊
藤
光て

る

子こ

さ
ん

（
大
下
条
区
）

長
年
に
わ
た
り
、
県

遺
族
会
の
役
員
と
し
て

戦
没
者
の
顕
彰
や
慰
霊

と
と
も
に
、
戦
没
者
遺

族
相
談
員
と
し
て
、
遺

族
の
生
活
擁
護
と
福
祉

向
上
に
尽
く
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

表
彰

収
納
代
理
金
融
機
関
の
廃
止
に
つ
い
て

山
梨
中
央
銀
行
双
葉
支
店
が
、
平
成

17
年
２
月
18
日
（
金
）
を
も
ち
ま
し
て

営
業
を
終
了
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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大会会場 敷島総合文化会館駐車場
日程 選手受付（文化会館入口）午前８時～９時

開会式（文化会館駐車場）午前９時
表彰式（文化会館駐車場）各競技終了後

コース　　下図をご覧ください。
参加資格 小学生以上の一般アマチュア競技者で

健康者に限ります。（親子ファミリー
の子供は小学１・２・３年生に限る）
障害をもつ人の参加も可能です。（伴
走者帯同）

種目

参加定員 1,500人
（受付順、定員になり次第締切）

参加料 一般：2,500円
親子ファミリー：3,000円
高校生：1,500円
小中学生：1,000円（市外者）

＊市内の小中学生及び市内親子ファミリーについ
ては学校単位で申し込みください。参加料が無料
になります。
申込方法 所定の申込用紙（コピー不可）に必ず

必要事項を記入の上、参加料を添えて
お近くの郵便局よりお申し込みくださ
い。なお、参加料のないものは受理し
ません。また、申込後の返金は一切い
たしません。
直接実行委員会窓口でも受付けます。

受付期間 １月31日（月）まで（当日消印有効）
表彰 各種目上位入賞者を表彰する。

その他完走証、参加賞、特別賞を設ける。

■申し込み・問い合わせは…
甲斐梅の里クロスカントリー大会実行委員会（教
育委員会内） 0551（20）3656
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紅葉の甲斐路を快走！第1回甲斐市駅伝大会
11月28日（日）に第1回甲斐市駅伝大会が開

催されました。市内から支部10チーム、オープ
ン14チームが参加し、紅葉の甲斐路を舞台に熱
戦を繰り広げました。
支部対抗の部
優　勝　双葉第６支部
準優勝　境Ａ
３　位　宮地
区間賞　１区 原田茉奈未（双葉第６支部）

２区 清水誠二（宮地）
３区 小野毅（双葉第６支部）
４区 石原和希（長塚）
５区 石水秀樹（上町北）
６区 白須啓理（大久保）
７区 雨宮司（境Ａ）

オープンの部
優　勝　玉幡中駅伝部Ａ
準優勝　双葉中男子陸上部
３　位　双葉ランニングクラブ
区間賞 １区 橘郁弥（双葉中男子陸上部）

２区 久保寺浩二（双葉ランニングクラブ）
３区 橋本彰太（玉幡中駅伝部Ａ）
４区 山田伸（双葉ランニングクラブ）
５区 荒居勇樹（玉幡中駅伝部Ａ）
６区 近藤和馬（玉幡中駅伝部Ａ）
７区 松永圭右（双葉中男子陸上部）

第１回甲斐市スポーツ少年団ミニバスケッ
トボール交歓大会
11月27日（土）第１回甲斐市スポーツ少年団

ミニバスケットボール交歓大会が開催されまし
た。竜王体育館を主会場に県内外より男子８チー
ム、女子24チームが参加し、熱戦が繰り広げら

れました。
男子の部
４組 優勝 ウエストボーイズ
５組 優勝 大国
女子の部
１組 優勝 玉幡
２組 優勝 敷島南
３組 優勝 有度一

第1回甲斐市バレーボール祭り
11月21日（日）

第１回甲斐市バレ
ーボール祭りが竜
王小体育館を主会
場に開催。市内か
ら男子10チーム、
女子26チームが
参加し、熱戦が繰り広げられました。

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場所　双葉公民館ホール
○社会体育施設（３月分）
日時　１月20日（木）午後8時～

随時開放
場所　教育委員会スポーツ振興課窓口・竜王北部

公民館・敷島公民館
○学校体育施設（２月分）
日時 １月20日（木）～

午前8時30分～午後5時15分
○社会体育施設（３月分）
日時　１月25日（火）～

午前8時30分～午後5時15分
※11月～３月分の学校体育施設の開放については、
一斉開放を実施せず、毎月20日（土日祝日の場合は
翌日）から随時受付を開始します。

男子Ａパート
優勝 アタックドラゴン
準優勝 上八幡区

男子Ｃパート
優勝 双葉Ａ
準優勝 Ｓクラブ

女子Ｂパート
優勝 富竹新田４区
準優勝 大栄

女子Ｄパート
優勝 中八幡区
準優勝 長塚

女子Ｅパート
優勝 下八幡１区
準優勝 竜王新町１区

女子Ｆパート
優勝 篠原クラブ
準優勝 敷島新町

女子Ｇパート
優勝 上町南
準優勝 四ツ谷クラブ
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●11月23日　消防団発足式

11月28日●
収穫したそば粉で手打ちそば
お百姓さん倶楽部のそばオーナーが

8月から栽培してきたそばを製粉して、
そば打ち体験が行われました。当日は
昇仙峡御岳そば保存会の田中正喜さん
の楽しい話術での指導により、初めて
参加した人も見事にそばが完成。参加
者たちはさっそく、自分で打ったそば
の出来栄えを試食。「とっても美味しく
できた。これなら年越しそばも大丈夫」
と嬉しそうでした。

●12月2日
秋の一斉植花作業行われる
秋の恒例、一斉植花作業が行われました。当日は花

と緑のまちづくり推進協議会のメンバー、緑のまちづ
くり推進員など約40人が参加。市役所竜王庁舎周辺か
ら国道20号までの間の花壇やプランターにパンジー約
2,000株を植えつけました。この花は５月中旬まで楽し
むことができます。

11月29日●
公共施設にトイレット
ペーパーを寄付

甲斐市消防
団発団式が行
われました。
会場である敷
島総合体育館
では、市消防
団旗が藤巻市
長から秋山統
括団長に渡さ
れるととも
に、団長から
授与された各

分団旗もいっしょに披露されました。

市内の環境ボランティア団体「エコ
パートナー・竜王タウン」は回収した
古紙をトイレットペーパー等に交換し、
循環型リサイクル活動を推進して今年
で10年。毎年「公共施設で使用してく
ださい」とトイレットペーパーを寄付
してくれていますが、今年は甲斐市の
誕生と会の設立10周年を記念し、約２
万個を寄付してくれました。

●11月28日
甲斐市文化協会が発足
文化協会の設立総会が双葉ふれあい文化会館で開か
れました。協会関係者約300人が出席、会則や平成16
年度の役員、予算、事業計画などを決め、これにより
30の専門部、150人のメンバーで新文化協会がスター
トしました。初代会長には住吉文次さんが選出され、
「みなさんでよりよい文化協会をつくっていきましょ
う」とあいさつしました。また、記念行事として津軽
三味線や信玄太鼓の演奏が行われました。
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●12月5日
ボランティアで清掃
竜王女性の会

（望月昌子会長）
は活動の一環とし
て、地域清掃活動
に取り組みまし
た。この日は、朝
７時から竜王北部
公民館前に会員約
30人が集合。ゴミ

袋を手に竜王庁舎周辺のゴミ拾いを行いました。駐車場や道路
わきなどに落ちていたペットボトルや空き缶、煙草の吸殻など
約１時間でゴミ袋30個のゴミが集まりました。

●12月2日～7日
コスモスビューの作品展
身体障害者療護施設「コスモス」と居
宅生活支援サービス「ビュー」では、入
所者、通所者の施設でのメニューに絵
画、陶芸、園芸、文芸、さをり織りなど
があります。開設して２年となり、みな
さんの作品もたくさんになったというこ
とで、指導をお願いしているボランティ
アのみなさんの発案で展示会開催にこぎ
つけました。竜王北部公民館ロビーで開
催されたこの展示会、期間中会場を訪れ
る人たちの目を楽しませてくれました。

12月5日●
火災に備え防火用水の清掃

市内大垈地区のみ
なさんは地域内にあ
る防火用水の清掃を
行っています。この
地区には県道沿いを
中心に４つの防火用
水があり、５つの組
が交代での作業。ふ
たを開け、ポンプで
中の水を吸出した後、
中に入ってたまった
泥をすくい上げ、き
れいにした後、また
水を貯め、火災に備
えます。

12月5日●
双葉の歴史を見て歩く

双葉地内の文化財などを回るツアーが開催
され、約25人の参加者のみなさんは約４キロ
メートルの行程を半日かけて歩きました。光
照寺から薬師山、龍地大溜池・楯無堰、諏訪
神社、武田不動尊、ＪＲ関谷往還架道橋など
を市教育委員会文化財担当の説明を受けなが
ら見学しました。

12月9日●
志麻の湯が来館者100万人突破
市営温泉「志
麻の湯」の来館
者が100万人を
突破しました。
平成７年の新装
オープン以来、
記念すべき100
万人目の利用者
となった敷島台
区の保坂はる子
さんに藤巻市長
から花束と記念
品が贈られまし
た。保坂さんは
「志麻の湯は自
宅から近いの
で、良く利用しています。いつもは主人と来ること
が多いのですが、今日は手芸部の仲間と来たところ、
100万人目になるなんてびっくり」と驚いていまし
た。また、利用者100万人をお祝いして100万人目
前後に来館された方にも記念品や「志麻の湯」無料
利用券がプレゼントされました。
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食育講習会
敷島ふれあい中央児童館では、食育講習会を開催します。
山梨県栄養士会の栄養士による『食』に関するお話です。
幼児向けのエプロンシアターや手遊びもありますので、親子で参加をしてください。
みなさんの参加をお待ちしています。
日　時 １月13日（木）午前10時45分～
場　所 敷島ふれあい中央児童館
■問い合わせは…敷島ふれあい中央児童館　 055（277）9220

一般図書
●『ペンギンの憂鬱』
アンドレイ・クルコフ／著

憂鬱症のペンギンと暮

らす売れない小説家に

起きる不可解な事件。（敷島図書館）
●『ぼくをたすけて』
才村純／文　葉祥明／絵
虐待に気づいた時どう
すればよいのか。（双葉
図書館）

児童図書

●『ねないこどのこ』フ
ィリス・ルート／文　スー
ザン・ゲイバー／絵 おや
すみなさいの時のとって
おきの1冊。（敷島図書館）
●『ろくろ首』斉藤洋／文
高畠純／絵 お嫁さんがほ
しいと言い出した与太郎。
ところが、お嫁さんの首が
夜中に……。（双葉図書館）

新着ＣＤ
●『ハウルの動く城　サ
ウンドトラック』（竜王図
書館）
●『Tenorissimo』／ジョ
ン・健・ヌッツォ（竜王
図書館）
新着ＤＶＤ
●『地球大紀行　ＤＶＤ　
EARTH BOX』（竜王図書
館）

29日（土）
親子教室
10:10

竜王西児童館 竜王東児童センター 竜王北児童館 玉幡児童館 敷島みなみ児童館 敷島ふれあい中央児童館 敷島なかよし児童館 双葉西児童館 双葉東児童館

1日（土）

2日（日） 休　　館

3日（月）

4日（火）
映画会
14:00

5日（水）
壁面制作
14:00

壁面工作　
ちょっとあそぼうね
10:30 

6日（木）
壁面制作
14:00

壁面工作
カルタ大会
14:00

7日（金）
お正月のあそび
10:00

ビデオ会
14:00

おしるこ会
14:00

カルタ大会
14:00

8日（土）
音楽あそび
11:00

11日（火）
ビデオ鑑賞（ハリーポッター）
13:00

広場
10:45

お 正 月 遊 び
15:00

12日（水）
まゆ玉作り
15:30

ベンハムのコマ作り
15:30

にじいろクラブ　
広場
10:45

カルタ会
14:30

お 正 月 遊 び
15:00

13日（木）
広場（食育講習会）
10:45

おしるこ会
15:30

お 正 月 遊 び
15:00

14日（金）
まゆ玉作り
15:30

コマ作り
15:30

工作教室
15:00

かるた大会
14:30

15日（土）
音楽あそび
9:30

17日（月）
オセロゲームに挑戦
15:30

よみきかせ
15:00

人形劇サークル
15:30

18日（火）
子育て相談日
10:00

子育て相談日
10:00 

子育て相談日
10:00

広場
10:45

工作教室
15:30

19日（水）
フラフープ何回でき
るかな？ 15:30

読み聞かせ
16:00

工作教室
15:30

広場
10:45

牛乳パックのコマ
づくり　14:30

ちょっとあそぼうね
10:30 

20日（木）
劇あそび
15:30

おもちゃの病院
14:00～16:30

広場（ライオネス）
10:45

読み聞かせ
15:30

21日（金）
ピッピの会のお話し会
10:30

22日（土）
親子教室
10:00

25日（火）
子育て相談日
10:00

あぶり絵を描こう
15:30

広場
10:45

お誕生日会
15:30

26日（水）
フラフープ大会
15:30

ボランティアの日
16:00

お誕生日会
15:30

広場
10:45

ぴよぴよくらぶ
10:30

カルタ会
15:00

27日（木）
広場
10:45

28日（金）
百人一首
15:00

ビデオ会
15:30



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前 9時～午後5時

１月のおやすみ 定例休館日 10日（月）、17日（月）、24日（月）、31日（月）
月末整理日 28日（金）
年始休館日 1月1日（土）～1月4日（火）
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しろくまちゃんのおへや
対象 3歳～9歳
日時 1月8日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館

おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネルシ

アター、工作など

キッズぷらねっと
日時 1月15日（土）

午前10時30分～
11時30分

場所 竜王図書館
おはなしコーナー

テーマ　　天使
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 1月29日（土）
午前10時30分～

11時30分
場所 竜王図書館

おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

上映会（入場無料）
ディズニーアニメ
「ブラザー・ベア」
85分（日本語吹き替え版）

日時 1月16日（日）
午後1時開場、1時30分開演

場所 竜王図書館2階
視聴覚室

※　先着200人　

真冬のあったかコンサート　
この寒い季節に、どこか懐かし
いさわやかな曲を聴いて心の中ま
でぽっかぽっかに暖まってくださ
い。
日時 ２月26日（土）

午後２時開演
出演者 アコースティックデュオ

ＫＵＲＩ
場所 竜王図書館　視聴覚室

年末年始の休館中の
返却について

市立図書館及び中部・南部公
民館図書室は12月27日～平成
17年1月4日まで休館となりま
す。返却する図書は返却ポスト
に入れてください。ただし、ビ
デオ・DVD・CD等は破損の恐
れがあるので開館してから窓口
へ返却してください。
●返却ポスト設置場所・各図書　
館入口・働く婦人の家入口

竜王図書館

朗読のおいしい店
おきらく亭
聞いて味わう本の世界。どなた

でも気軽にご来店ください。
日時 1月20日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「源氏物語」ほか
板前 ねの会
助っ人板前 ごくらくとんぼ（玉穂町）

こぐまちゃんのおへや
日時 1月13日（木）、27日（木）
場所 竜王図書館

おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～

10時45分
対象 5か月～1歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書
をお届けします。オフトーク2チャン
ネルにおいて24日（月）から28日
（金）まで、図書館ボランティア「み
どりの風」のみなさんによる朗読が
放送されます。午後のひととき、ど
うぞお気軽にお聞きください。

敷島図書館

らいおんちゃんのへや
日時 1月6日（木）・20日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 乳幼児
内容 わらべうた、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

おはなしのもり
日時 1月15日（土）

午後2時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 小学生くらい
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

双葉図書館

ピッピの会ふたり
日時 1月13日（木）

午前10時30分～11時
対象 就園前の乳幼児
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、工作

など

ふうせん劇場
日時 1月8日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時
対象 幼児・小学生
場所 双葉図書館

おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアタ

ーなど
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

臨
時
職
員
等
登
録
の
お
知
ら
せ

次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

一
般
事
務
・
保
育
士
・
栄
養
士
・

調
理
員
・
保
健
師
・
徴
収
嘱
託
員

任
用

臨
時
職
員
等
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場
合
任

用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
人
事
課
（
竜
王
庁
舎

３
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
４

平
成
17
・
18
年
度
入
札
参
加
資
格

申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
17
・
18
年
度
の
甲
斐
市
の
発
注
す

る
建
設
工
事
、
設
計
・
測
量
又
は
調
査
等

の
請
負
並
び
に
製
造
の
請
負
、
物
品
納
入

等
で
入
札
参
加
資
格
者
の
登
録
を
希
望
す

る
人
は
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
有
効
期
限

平
成
17
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

受
付
期
間

１
月
20
日
（
木
）
〜

２
月
28
日
（
月
）

受
付
場
所

財
政
課
契
約
担
当
（
竜
王
庁

舎
２
階
）

提
出
方
法

申
請
用
紙
等
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
契
約

担
当
窓
口
で
受
け
取
り
、
記
入
し
必
要
書

類
を
添
付
し
て
受
付
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
財
政
課
（
竜
王
庁
舎

２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
５

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
一
号

被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員

は
第
二
号
被
保
険
者
に
、
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
三
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
や
が
て

必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入
を
約
束
し
て

く
れ
る
唯
一
の
年
金
制
度
で
す
。
年
金
額
は

物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
、
何
歳
ま
で
生
き
よ
う

と
も
終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
安

心
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
国
民
年
金
が
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

社
会
保
険
方
式
を
と
り
、
働
く
世
代
の
保
険

料
で
高
齢
者
世
代
の
年
金
を
賄
う
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
も
年
金
を

支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
い
く
ら
優
れ
た
国
民
年

金
制
度
も
、
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
納
付

の
義
務
を
果
た
さ
な
い
と
多
く
の
問
題
が

生
じ
て
き
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
に
未
加

入
で
い
る
と
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
積
極

的
に
制
度
を
担
っ
て
い
る
他
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
相
互
不
信
が
大
き
く
な
り
、
社
会

全
体
で
支
え
あ
う
社
会
保
障
の
仕
組
み
に
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す

事
態
に
な
り
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
機
会
に
、
保
険
料
納
付

の
意
義
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

今
年
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ

平
成
17
年
度
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進

学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、

県
よ
り
支
度
金
と
し
て
、
児
童
一
人
に
つ

き
、
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
よ
り
義
務
教
育
就
学
者
に
１

万
円
、
義
務
教
育
終
了
者
に
は
２
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

以
下
の
対
象
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）
ま
た

は
、
各
支
所
地
域
課
窓
口
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て

○
山
梨
県
内
に
在
住
で
あ
る
こ
と
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

○
平
成
17
年
４
月
に
小
中
学
校
（
聾
学
校
、

盲
学
校
、
養
護
学
校
を
含
む
）
へ
入
進

学
す
る
予
定
の
児
童
を
監
護
し
、
生
計

を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
）

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童
収
容
施

設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
を
含
む
）
に

入
所
中
児
童
並
び
に
里
親
に
委
託
中
の

児
童
は
除
く
。

○
前
々
年
度
の
所
得
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

※
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
却
下

通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
申
請
後
に
、
上
記
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
「
消
滅
・

辞
退
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
31
日（
月
）期
限
厳
守

※
平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
上
記
要
件

へ
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
も

し
く
は
１
月
31
日
ま
で
に
申
請
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
に
は
平
成
17
年
２
月
28
日
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

提
出
書
類

平
成
16
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
支
給
申
請
書
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

写
し
な
ど
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類

※
「
申
請
書
」
・
「
消
滅
・
辞
退
届
」
は
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
ま
で

■
提
出
場
所
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）
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下
水
道
か
ら
お
知
ら
せ

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事

店
が
施
工
し
ま
す

公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

の
み
な
さ
ま
に
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
た
め
の
宅

地
内
排
水
設
備
工
事
を
自
費
で
行
っ
て
い

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
台
所
や
水
洗
便
所
・
風

呂
場
な
ど
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す
に
接

続
す
る
も
の
で
、
市
が
指
定
し
た
指
定
工

事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

工
事
の
依
頼
は
、
直
接
指
定
工
事
店
に

お
願
い
し
ま
す
。
契
約
に
あ
た
っ
て
は
、

見
積
書
を
数
社
取
り
指
定
工
事
店
と
十
分

協
議
し
、
納
得
し
て
か
ら
施
工
さ
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
下
水
道
課
に
指
定
工
事
店
の
一
覧

表
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
接
続
の
制
度
が
充
実
し
ま
し
た

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す
る

世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で
借
り

ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
融

資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
く

み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
下

水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使
用
者
に

対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便
所
改
造
助

成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
）

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

○
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一

人
い
る
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額
（
供
用
開
始
か
ら
）

（
自
己
用
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人
で

な
い
こ
と

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
期
限
内
に

納
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
16
年
度
第
４
期
の
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
納
期
限
は
１
月
31
日
（
月
）
で
す

の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
残
高
不
足
が
な
い
よ
う
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎

２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
取
り
替
え

の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、
一

定
の
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を

無
料
で
お
取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業
者

（
市
内
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
）
が

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
に

自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
及
び
、
庭
で

の
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
に
よ
り
作
業
が
困

難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
作
業
し
や
す
い
状

態
に
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
重
ね
て

お
願
い
し
ま
す
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

期
間

１
月
17
日
（
月
）
〜
２
月
９
日

（
水
）

対
象
区
域

竜
王
１
〜
４
区
、
上
篠
原
区
、

古
村
区
、
新
居
区
、
仲
新
居
区
、
富
竹

新
田
１
〜
４
区
、
仲
町
区
、
竜
王
新
町

１
〜
６
区
、
名
取
区

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

冬
の
道
路
管
理
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

冬
本
番
を
迎
え
、
雪
が
降
っ
た
り
、
路

面
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
降

雪
後
に
各
家
庭
等
の
雪
を
水
路
に
捨
て
る

と
、
雪
が
解
け
き
ら
ず
固
ま
っ
て
し
ま
い

水
路
が
あ
ふ
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
雪

は
敷
地
内
で
処
理
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
市
で
は
建
設
協
力
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
幹
線
市
道
の
通
行
の
確
保

の
た
め
重
機
で
雪
か
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
際
、
雪
の
一
部
が
敷
地

の
入
口
等
へ
寄
っ
て
し
ま
い
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
道
路
が
凍
結
し
た
時
に
水
を
ま
く
と

氷
状
と
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
坂
道
や

日
陰
な
ど
で
道
路
が
凍
結
し
て
危
険
な
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
治
会
役
員
か
市

初日の出をドラゴンパークで
元旦特別開館
１月１日（土）
午前６時30分～午前８時

■問い合わせは…
赤坂台総合公園管理事務所　
055（276）2161

緑化推進課（竜王庁舎２階）
055（278）1671



役
所
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課（
竜
王
地
区
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
８

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
地
区
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
３

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
地
区
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
１

高
額
療
養
費
制
度
、
高
額
療
養
費

支
払
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

●
高
額
療
養
費
制
度
と
は

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

た
と
き
に
は
、
医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担

分
（
保
険
証
な
ど
の
一
部
負
担
金
の
割
合

分
）を
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
支
払
っ
た
自
己
負
担
分
の
金
額

が
高
額
で
あ
る
と
き
、
保
険
診
療
分
の
自

己
負
担
額
か
ら
自
己
負
担
限
度
額
（
表
１

参
照
）
を
差
し
引
い
た
額
を
「
高
額
療
養

費
」
と
し
て
支
給
し
ま
す
。
高
額
療
養
費

（表１）自己負担限度額（月額） 

（医療費が241,000円を
超えた場合はその超え
た分の１％を加算） 
 
 
（医療費が466,000円を
超えた場合はその超え
た分の１％を加算） 

72,300円 

40,200円 
 

139,800円 
 

77,700円 

住民税非 
課税世帯 

35,400円 

一般 

３回目まで 　　４回目以降 

上位所得者 

24,600円 
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は
１
か
月
ご
と
に
計
算
さ
れ
、
支
給
が
決

定
す
る
ま
で
に
は
、
診
療
を
受
け
た
月
か

ら
約
３
か
月
か
か
り
ま
す
（
診
療
報
酬
明

細
書
の
審
査
の
関
係
上
、
３
か
月
以
上
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

な
お
、
該
当
す
る
世
帯
に
は
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
。

●
高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸
付
制
度

高
額
療
養
費
の
支
給
の
た
め
に
は
、
自

己
負
担
分
を
全
額
、
医
療
機
関
に
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
自
己

負
担
額
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
高

額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
う
ち
一
部
の
金

額
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
「
高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸
付
制

度
」
で
す
。

①
貸
付
金
（
申
請
額
）
の
範
囲
は
、
高
額

療
養
費
支
給
見
込
額
の
９
割
以
内
（
千
円

未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）
の
額
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
金
額
が
１
万
円
未
満
の
場

合
は
貸
付
で
き
ま
せ
ん
。

②
貸
付
金
の
返
済
は
高
額
療
養
費
に
よ
っ

て
充
当
さ
れ
る
の
で
、
返
済
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
貸
付
金
は
無
利
子
で
す
。

④
自
己
負
担
分
か
ら
貸
付
金
を
除
い
た
金

額
、
お
よ
び
保
険
診
療
外
の
金
額
の
支
払

い
が
必
要
で
す
。

⑤
貸
付
は
医
療
機
関
ご
と
１
か
月
単
位
で

の
申
請
と
な
り
ま
す
。

⑥
貸
付
金
の
振
込
み
先
は
、
診
療
を
受
け

た
医
療
機
関
の
口
座
に
限
り
ま
す
。

◇
貸
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
世
帯

・
高
額
療
養
費
の
支
給
に
該
当
す
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
。

・
医
療
機
関
へ
の
自
己
負
担
分
の
支
払
い

が
未
払
い
で
あ
る
こ
と
。

・
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

貸
付
制
度
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
診
療

を
受
け
た
医
療
機
関
に
対
し
て
、
こ
の
貸

付
制
度
を
利
用
し
た
い
旨
を
伝
え
、
了
解

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
国

民
健
康
保
険
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

親
子
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ

親
子
や
友
だ
ち
で
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
そ
り
す
べ
り
全
国

大
会
に
参
加
し
て
優
勝
を
目
指
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

主
　
催
　
市
教
育
委
員
会

市
体
育
協
会
ハ
イ
キ
ン
グ
部

日
　
時

２
月
５
日（
土
）

〜
６
日（
日
）１
泊
２
日

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
午
前
８
時
30
分
出
発
）

内
　
容

１
日
目

高
速
そ
り
す
べ
り
全

国
大
会
（
家
族
の
部
）
参
加
、

天
体
観
測
　
２
日
目

高
遠
そ

り
す
べ
り
全
国
大
会
（
小
中
学

生
の
部
）
参
加

※
そ
り
す
べ
り
大
会
参
加
者
以
外
は
雪
上

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

場
所
・
宿
泊
先

長
野
県
国
立
信
州
高
遠

少
年
自
然
の
家

参
加
費
用

４
、
０
０
０
円（
バ
ス
代
、
食
事

代
等
）
１
月
21
日
（
金
）
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
納
入

対
象
者

市
内
在
住
の
親
子（
小
学
校
４
年

生
以
上
は
保
護
者
同
伴
で
な
く

て
も
可
）

募
集
定
員

80
名
※
先
着
順

受
付
開
始

１
月
11
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

親
子
ス
キ
ー
教
室

主
　
催
　
市
教
育
委
員
会
・
市
体
育
協
会

ス
キ
ー
部

日
　
時

２
月
20
日（
日
）

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館（
午
前
６
時

30
分
出
発
）

教
室
内
容

午
前

初
級
・
中
級
・
上
級
に
分

か
れ
た
実
技
指
導
　
午
後

自
由

滑
走

場
　
所

長
野
県
八
千
穂
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
費
用

２
、０
０
０
円（
バ
ス
代
、
保
険

料
、
リ
フ
ト
代
等
）
２
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ
納
入
※
レ
ン
タ

ル
代
は
別
途
。（
団
体
割
引
有
り
）

対
象
者

市
内
在
住
者
の
親
子
（
小
学
校

４
年
生
以
上
は
保
護
者
同
伴
で

な
く
て
も
可
）
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平成１６年１１月１８日　入札 

西 八 幡 　 地 内  

西 八 幡 　 地 内  

竜 　 地 　 地 内  

亀 　 沢 　 地 内  

宇 津 谷 　 地 内  

竜 　 地 　 地 内  

西 八 幡 　 地 内  

西 八 幡 　 地 内  

下 今 井 　 地 内  

西 八 幡 　 地 内  

名 　 取 　 地 内  

4,242,000円 
 
 

4,200,000円 
 
 

6,667,500円 
 
 

9,618,000円 
 
 

18,375,000円 
 
 

11,340,000円 
 
 

17,850,000円 
 
 

17,430,000円 
 
 

16,800,000円 
 
 

19,950,000円 
 
 

26,460,000円 
 

契約日～ 
平成１７年2月28日 
契約日～ 

平成１７年2月28日 
契約日～ 

平成１７年2月28日 
契約日～ 

平成１７年3月18日 
契約日～ 

平成１７年3月18日 
契約日～ 

平成１７年3月18日 
契約日～ 

平成１７年3月11日 
契約日～ 

平成１７年3月11日 
契約日～ 

平成１７年3月11日 
契約日～ 

平成１７年3月11日 
契約日～ 

平成１７年3月25日 

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

都 市 計 画 課  

下 水 道 課  

西八幡高儘水路改修工事 

西八幡五本松２工区水路改修工事 

農道着物沢５号線改良工事 

久保御領農道改良工事 

農道中新居線改良工事 

農道北浦中道３号線改良工事 

玉幡地区拠点公園東口線道路新設工事 

中八幡冷間線道路改良工事 

柳の内旭台線道路改良工事 

玉幡地区拠点公園井戸掘削工事 

甲斐市公共下水道管渠布設工事（竜16-9工区） 

担　当　課 

（有）押領司建設 
 
 

高山建設 
 
 

（有）古屋工業 
 
 

山梨藤吉工業（株） 
 
 

（有）有泉土建 
 
 

（株）千徳建設 
 
 

（株）中村建設 
 
 

竜新土木 
 
 

（株）光本興業 
 
 

（株）萩原ボーリング 
 
 

（株）ニシノ建設管理 
 

工　　　　　事　　　　　名 工事場所 （大字） 工　 期 請負金額(円) 業  者  名  

入札結果 



募
集
定
員

１
６
０
名
※
先
着
順

受
付
開
始

１
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

誰
で
も
手
軽
に
参
加
で
き
る
競
技
で
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

集
合
受
付

場
　
所

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
タ
ー
ゲ

ッ
ト
･
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

講
　
師

市
体
育
協
会
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
部
員

参
加
料

無
料
※
用
具
は
事
務
局
で
用
意

し
ま
す
。

申
込
締
切

１
月
20
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）３
６
５
６

第
10
回
ふ
れ
あ
い
新
春
カ
ラ
オ
ケ
大
会

日
　
時

１
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

入
場
無
料

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
　

カ
ラ
オ
ケ
自
慢
の
方
々
が
自
慢
の
の
ど

を
競
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声

援
と
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

主
　
催

第
10
回
ふ
れ
あ
い
新
春
カ
ラ
オ
ケ

大
会
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
は
…
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

内
「
第
10
回
ふ
れ
あ
い
新
春
カ
ラ
オ
ケ
大

会
実
行
委
員
会
」
事
務
局

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
０

「
Ｋ
Ａ
Ｉ
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
２
０
０
５
」

出
演
者
及
び
司
会
者
募
集

ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
は
、
甲
斐
市
に
在

住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
・
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル
の

舞
台
を
開
放
し
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時

２
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

予
定
　
入
場
無
料

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

応
募
資
格

甲
斐
市
に
在
住
す
る
、
小
学
生
以

上
（
小
・
中
学
生
及
び
高
校
生

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

応
募
種
目

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
審
査
を

し
ま
す
。

出
演
時
間

１
組
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
15
分

以
内
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
公
民
館
等
に
置
い
て
あ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ふ
れ
あ
い

文
化
館
ホ
ー
ル
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

ホ
ー
ル

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
０

新
春
経
済
講
演
会
　
※
入
場
無
料

講
　
師

ロ
ザ
ン
ナ
氏
（
タ
レ
ン
ト
）

演
　
題

身
近
な
経
済
と
新
春
に
向
け
て
思

う
こ
と
『
愛
す
る
こ
と
愛
さ
れ

る
こ
と
』

お
茶
の
間
の
人
気
を
呼
ん
だ
ロ
ザ
ン
ナ
。

亡
き
夫
ヒ
デ
に
い
ま
も
な
お
語
り
か
け
る

愛
の
賛
歌
は
、
聴
く
人
に
大
い
な
る
『
感

動
・
夢
・
希
望
・
勇
気
』を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

日
　
時

１
月
22
日（
土
）

受
付
　
午
後

１
時
30
分
、
開
演
　
午
後
２
時

会
　
場

竜
王
図
書
館
視
聴
覚
室

主
　
催

釜
無
東
部
地
域
商
工
会
広
域
連

携
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
町
商
工
会

０
５
５（
２
７
６
）２
３
８
５

敷
島
町
商
工
会

０
５
５（
２
７
７
）４
５
７
４

素
敵
な
出
会
い
の
会

日
　
時

２
月
26
日（
土
）午
後
４
時
〜
８
時

場
　
所

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
店
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

（
ベ
ル
ク
）（
甲
斐
市
竜
地
）

対
象
者

男
性
20
〜
30
歳
代
の
峡
北
地
域

（
韮
崎
市
・
北
杜
市
・
小
淵
沢

町
・
旧
双
葉
町
）
在
住
独
身
者
、

女
性
20
〜
30
歳
代
の
独
身
者

（
地
域
制
限
な
し
）

参
加
料

男
性
４
、
０
０
０
円

女
性
２
、
０
０
０
円

募
集
人
数

男
性
15
人
、
女
性
15
人

募
集
期
間

１
月
17
日（
月
）〜
２
月
10
日（
木
）

申
込
方
法

事
務
局
へ
電
話
連
絡
後
、
参
加
料

を
添
え
て
申
し
込
む
（
郵
送
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
峡
北
広
域

行
政
事
務
組
合
ふ
る
さ
と
振
興
課

〒
４
０
７
―
０
０
２
４
　
韮
崎
市
本
町
４
丁

目
９
―
48

０
５
５
１
（
２
０
）
１
３
５
４

採
用
自
衛
隊
生
徒
・
自
衛
隊
貸
費
学
生
募
集

●
自
衛
隊
生
徒

自
衛
隊
の
中
堅
と
な
る
陸

海
空
の
曹
を
養
成
す
る
制
度
で
、
高
校

の
卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

資
　
格

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
17
歳

未
満
の
男
子
、
中
卒（
見
込
み
）

受
付
期
限

１
月
11
日（
火
）ま
で

試
験
期
間

１
次
　
１
月
15
日
（
土
）、
２
次

１
月
28
日（
金
）〜
１
月
31
日（
月
）

の
１
日

●
貸
費
学
生

大
学
に
在
学
す
る
学
生
で
、

歯
科
、
理
学
、
工
学
の
各
技
術
を
専
攻

し
、
卒
業
後
そ
の
技
術
を
応
用
し
て
自

22

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

平成16年度第４回スポーツ
少年団「認定員」養成講習会

日時 ２月６日（日）
受付 午前８時45分～
場所 竜王図書館、竜王小学校体育館
趣旨 スポーツ少年団指導者の養成を目
的として、団活動及び組織育成の推進者
としての指導力を高める。
内容 講演、体力テスト
参加資格 平成16年度登録指導者、平成17
年度登録予定指導者
※指導者は、満20歳以上の人
■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656



23

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

衛
隊
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、

学
資
金
を
貸
与
す
る
制
度

資
　
格

大
学
理
学
部
、
工
学
部
の
３
･

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課

程
在
学

受
付
期
間

１
月
20
日（
木
）ま
で

試
験
日

２
月
６
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
募
集
案
内
所

０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

お
詫
び
と
訂
正
　
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

災
害
指
定
避
難
場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

１月10日は110番の日
警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期解決

を目的として「身近な犯罪　防ぐのはあなたの110番」
を合い言葉に、市民の皆様に「110番通報」のご協力
をお願いしています。
110番通報は、携帯電話、一般加入電話などから

「110」をダイヤルすると県内どこからでも警察本部の
通信指令室につながります。通信指令室では、担当の
警察官が「いつ」「どこで」「なにが」「犯人は」「負傷
者は」「あなたの住所・氏名」などをお尋ねしますので
落ち着いてお話しください。
なお、いたずら電話や間違い電話が後を絶ちません。
いたずらや間違い電話は緊急の事件・事故の通報に大
きな支障をきたしますので絶対にやめてください。
相談事などは最寄りの警察署・交番・駐在所または

警察本部総合相談室「＃9110」におかけください。

子どもの安全はみんなの手で
奈良市内で小学生が殺害されるという痛ましい事件

が発生しましたが甲斐市内でも、小学校周辺で児童が
写真を撮られた、公園で遊んでいる子どもがドライブ
に誘われた、子どもの家に不審な電話がきた等の事案
が数件ありました。幸いにして今のところ大事には至
っておりませんが子どもたちの安全を守り被害にあわ
ないようにするために
○一人では外出させない、遊ばせない
○外出する時は行き先を親に言わせる　
○不審者に声をかけられたら近くの家に飛び込んで助
けを求める　
○不審者や不審な車を見たら警察に通報を（緊急時は
110番）
○防犯ブザーの携帯を
などの点に気を付けましょう。
また地域のみなさまの協力が必要ですので、日頃か

ら子どもたちの安全に目を配り不審者に対しても関心
を持って見かけたらすぐ警察に通報しましょう。

スリップ事故防止
冬期を迎えると例年、積雪などによるスリップ事故が
多発します。積雪のない場合でも橋や日の当たらないと
ころ、トンネル出口などの日陰では、雪解け水や霜によ
る凍結から大変危険な状態になっていることがありま
す。このような道路におけるスリップ事故を防止するた
めには、
○タイヤチェーンを携行し、装着を早めにする　
○路面凍結が予測される場所の手前では十分に減速する
○急ハンドル、急ブレーキは絶対にしない
○前車の行動を予測する
○前車との車間距離を十分に取る
○道路標識や情報板に注意し、交通規制を守る
ことなどが大切です

竜王420

竜王555

篠原2800

富竹新田933－1

篠原2030

西八幡2560

西八幡3190

玉川75

篠原1180

西八幡1976－1

島上条212

島上条1263

境57

中下条1021

大下条175

亀沢3687

上福沢124

吉沢245

大垈2780

志田146

岩森1337

宇津谷2220

竜王北中学校

竜王北小学校

竜王小学校

竜王東小学校

竜王中学校

玉幡小学校

玉幡中学校

竜王西小学校

竜王南小学校

竜王南部公民館

敷島小学校

敷島中学校

敷島北小学校

中下条公園

敷島南小学校

睦沢地域ふれあい館

清川地域ふれあい館

吉沢地域ふれあい館

双葉東小学校

双葉西小学校

双葉中学校

双葉体育館

竜王1、2、3、4区

竜王新町1、2、3、4、5、6、7区

古村区、上篠原区
竜王仲町区

富竹新田1、2、3、4区、名取区

榎西区、榎東区、新居区
仲新居区、上八幡区

下八幡1区、下八幡2区

中八幡区、八幡新田1区

八幡新田2区、月林区
玉川東区、玉川西区

万才1区、万才東区、田中区
田中2区、下八幡3区

玉川団地1区、玉川団地2区
冷間区

東町東、東町仲、東町西
敷島仲町、川辺町

上町南、敷島竪町、大栄
西町、事業団

上町北、天狗沢、牛句
敷島台、大久保、境北
境南

敷島新町、町屋、町屋南
寺前、松島団地、さつき野

大下条東、大下条西
大下条南、長塚、宮地

睦沢地区

清川地区

吉沢地区

登美団地、希望ヶ丘、桃花の
街、藍色の街、杏色の街、萌
黄の街、双葉響が丘団地、滝
坂、大屋敷、NTT社宅、下宿、
高山台、上宿、双葉竪町、大
垈、高原団地、団子

双葉新町、旭台、山本、岩森、
下志田、上志田、東部、塩崎
町、田畑、田畑団地、金剛地

横町、寺町、双葉仲町、上町、
富士見台、緑ヶ丘、つくし野、
上の山

新田、菖蒲沢、中村条、上郷、
米沢、笠石、滝沢、駒沢、唐
松団地

災害指定避難場所

指定避難場所 所在地 関係自治会



利用されているフロン類、エアバック類のリサイクル・
適正処理に使われます。
○ リサイクル料金の支払時期
・新車…購入時
・平成16年12月31日以前に購入した自動車…車検時
・平成16年12月31日以前に購入した自動車を車検前
に廃車する場合…廃車時

○リサイクル料金
自動車メーカー、車種などにより異なります
＊各社のホームページなどでご確認ください。
○その他　廃車にする自動車は、県に登録した自動車
販売業者・整備業者などの引取業者に引き渡してくだ
さい。
■問い合わせは…県環境整備課 055（223）1515

055（223）1507

河川水質検査結果について
●検査地点：鎌田川（みゆき橋、南っ子橋 計2地点）
検 査 日：平成16年11月4日【（ ）内は前月数値】

11月は、みゆき橋においては、各検査項目とも環境基
準を満たし良好な水質でした。また、南っ子橋では、
ＢＯＤとＡＢＳが環境基準をやや超える数値を示して
いました。その理由として先月と同様に降雨量が多か
ったために水量調整が行われ、検査時に水量が少なか
ったために濃縮された結果だと考えられます。

●検査地点：坊沢川（団子地内県道上流、下今井地内
工業団地下流　計２地点）

東　川（岩森地内ＪＲ鉄橋上流）
本途堰（志田地内双葉西小前）
六反川（米沢地内中沢川合流）

検 査 日：平成16年8月27日【（ ）内は前年数値】

検査結果については全地点で良好な水質でしたが、坊
沢川（下今井地内工業団地下流）と東川（岩森地内ＪＲ
鉄橋上流）でＳＳが環境基準をやや超える数値を示し
ました。その理由として砂などの無機的な浮遊物が影
響したのではないかと考えられます。

検査項目説明
生物化学的酸素要求量（BOD）…水中の汚れを微生物が分解する
ときに消費される酸素量を示す。(数値の大きいほど水が汚れている）
浮遊物質（SS）…水中のプランクトン、生物の死がいやフンなど
の濁りの原因となっている物質の量を示す。
陰イオン界面活性剤（ABS）…洗剤に含まれている成分で、洗濯
洗剤や台所の食器洗剤などから排出される量を示します。
溶存酸素量（DO）…水中に溶解している酸素をいい、有機物で汚
濁した水中では、生物化学的酸化により溶存酸素が消費されるた
め、溶存酸素の濃度は低くなる。

～家庭でできる環境保全～
河川の汚れの代表的指標であるＢＯＤでいろいろな

生活排水の水質を比較したところ、およそ次のように
なります。きれいな川の水を１とすると、生活排水処
理施設の放流水20、お茶290、台所排水の平均400、
コーヒー5,900、米のとぎ汁（１回目）12,000、し尿
13,000、ビール89,000、醤油220,000、廃食用油
1,400,000となり、とくに「米のとぎ汁」が「し尿」と
同程度や「ビール」、「醤油」は非常に数値が大きく、
「廃食用油」は極端に大きいことが注目されます。これ
らの生活排水は可能なかぎり、家庭から外へ流さない
よう工夫（余分に使わない、食べ残さない）しましょう。

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理します。
日　　程 １月は次の日をお休みとさせていただきま
す。毎週金曜日（7・14・21・28日）、祝日（10日）年始（１
月１日～１月3日）
受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
持込場所 玉幡中学校北側の市有地
対象となる枝 せん定枝の長さは2ｍ以下、直径10cm
以下のものに限ります。果樹のせん定枝についても対
象とします。
※葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付いた物、及び
草等は受入しませんので注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ません。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
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回 収 日 回 収 団 体 回 収 場 所 回 収 時 間

1月
9日(日）

田中区南小ＰＴＡ

田中2区育成会

富竹新田3区

竜王新町5区

八幡新田2区

田中区ふれあい広場

田中2区集会所前

富竹新田2･3区公会堂

竜王新町下公民館

八幡新田2区公会堂

7：00～ 8：30

8：00～ 9：00

7：45～ 9：00

7：30～ 8：30

7：00～ 8：00

16日(日） 竜王4区 竜王4区公会堂 8：30～10：00

富竹新田4区 石川瓦工業所西側空地 8：00～ 9：00

竜王仲町区 仲町区公民館東側広場 8：00～10：00

上篠原区育成会・竜小PTA

八幡新田１区

上篠原区集落集会所

八幡新田１区公民館

8：00～ 9：30

7：00～ 8：30

22日(土）

23日(日）

30日(日）

仲新居区衛生組合

田中区環境推進

万才１区育成会

富竹新田１区

下八幡１区育成会

玉川西区育成会

公民館前隣（旧公会堂跡地）

田中区ふれあい広場

働く婦人の家

いこいの広場

下八幡１区公会堂前広場

玉川西区公会堂

7：00～ 8：00

7：00～ 8：30

7：00～ 8：30

8：00～ 9：00

8：30～10：30

7：30～ 9：30

2月
6日(日)

生物化学的酸素
要求量（BOD）

浮遊物質量
（SS）

陰イオン界面
活性剤（ABS）

みゆき橋
（三社神社）

南っ子橋
（竜王南小前）

検査項目
調査地点

単位：mg/

0.9  

5.0

（0.5未満）

（4.8）

10.0 

4.0 

（44.0）

（8.0）

0.02

0.76

（0.02）

（0.80）

甲斐市(旧竜王町)有価物回収運動の日程（１月）

生物化学的酸素
要求量（BOD）

浮遊物質量
（SS）

溶存酸素量
（DO）

坊沢川
（団子地内県道上流） 0.5

1.2

0.8

0.5未満

0.5未満

（0.6）

（1.5）

（1.4）

（1.0）

（0.5未満）

坊沢川
（下今井地内工業団地下流）

東　川
（岩森地内ＪＲ鉄橋上流）

本途堰
（志田地内双葉西小前）

六反川
（米沢地内中沢川合流）

検査項目
調査地点

単位：mg/

16.0

30.0

32.0

21.0

3.0

（9.2）

（8.6）

（15.0）

（7.6）

（3.8）

8.0

9.0

13.0

9.0

8.0

（8.8）

（8.8）

（10.4）

（9.1）

（9.1）



ごみ（廃棄物）の焼却は禁止
されています
家庭や事業所から出たごみの焼却

や、基準外焼却炉を使用しての焼却
は法律（廃棄物の処理及び清掃に関
する法律第16条の2）で禁止されてい
ます。
家庭ごみは分別して市のごみ収集に出し

てください。事業系一般廃棄物は集積所に出さ
ずに、ごみ処理場に直接持ち込むか、甲斐市一般廃棄
物収集運搬許可業者に委託して、責任を持って処理し
てください。
○焼却行為の例外（廃棄物及び清掃に関する法律施行
令第14条）
・排ガス処理装置等を完備した廃棄物処理基準に従っ
た焼却炉での廃棄物の焼却

・震災、風災害、火災、凍霜害その他の災害の予防、
応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却（例：
凍霜防止のための稲わらの焼却 ⇒ タイヤの焼却は
禁止されています）

・風俗習慣上又は宗教上の行事をおこなうために必要
な廃棄物の焼却（例：どんと焼きなどの地域行事に
おけるしめ縄等の焼却）

・農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないもの
として行われる廃棄物の焼却（例：農業者が畑で行
うせん定枝の焼却 ⇒ 農業用ビニールの焼却は禁止
されています）

・たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄
物の焼却であって軽微なもの（例：たき火、キャン
プファイヤーにおける木くず等の焼却）

※ただし、いずれも地域住民の生活を考慮し、周囲に
臭いや煙による迷惑のかからないようにしてくださ
い。

○罰則（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第26条）
3年以下の懲役、又は300万円以下の罰金が科せら

れます。
地球環境を守るため、市民一人ひとりが協力して違法
なごみの焼却をなくしましょう。
■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎1階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎2階） 055（277）3113

ペットボトルはリサイクルへ…

皆さんの生活には欠かせない存在となったペットボ
トル。
軽くて丈夫で割れにくいことから、多くの容器とし

て使用されています。
リサイクルできる点も見逃せません。使用済みペッ

トボトルを再生工場で精製すると運動マットや自動車
部品、野球用ベースなどのほかスリッパ、カーペット、
衣服など日ごろの生活で多く手にする製品に生まれ変
わるのです。

使用済みペットボトルを原料として
再生したペットボトルを利用した多く
の飲料が店頭に並んでいます。これは
半永久的なリサイクルシステムともい
えます。
ペットボトルの原料は石油。限りあ

る資源を守るためにもみなさんのご協力
が必要です。
市では平成15年度に約60トン（旧町合計）

のペットボトルを収集しました。しかしキャップが付
いたままのもの、ラベルがはがしてないもの、中身が
残っているものなども多く、ペットボトルではないも
のまであります。
せっかく分別していただいても汚れているものはご

みとなってしまい、これらを選別する作業はほとんど
手で行われます。
効率よく、また１つでも多くのペットボトルをリサイ
クルするために次のことにご協力をお願いします。
①マークを見てください。
「ペット」マークのものです。
「プラ」マークのものは「その他プラ」
の収集へ。
②キャップは必ずはずして、ラベルはできるだけはが
してください。
③軽く中をすすいで、水切りをしてください。
④横につぶしてください（つぶすとラベルがはがしや
すくなります）。
⑤指定された場所に排出してください。
＊「しょうゆ」ボトルの中栓などは無理にとる必要はあ
りません。

ペットにも名札をつけましょう

最近、迷い犬や迷い猫等が環境課で保護されるケー
スが増えています。
ペットがいなくなったら各地域（旧竜王、旧敷島、旧
双葉）の環境担当へ早めに連絡してください。また、
犬には鑑札を、猫には名札など付ける事により飼い主
のいることが周囲の人にも分かります。マナーを守り
家族の一員として大切に飼いましょう。

自動車リサイクル法がスタートしました

平成17年１月１日から自動車リサイクル法がスター
トし、自動車所有者にリサイクル料金を負担していた
だきます。負担していただいたリサイクル料金は、自
動車のリサイクルの障害となっているシュレッダーダ
スト（車の解体、破砕後に残るごみ）、カーエアコンに
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輿　石　みどり 竜王１区 
長谷部　静　子 竜王１区 
大　森　元　昭 竜王２区 
鈴　木　よしえ 竜王３区 
守　屋　一　武 竜王３区 
藤　田　貞　代 竜王４区 
桂　嶋　惠　美 竜王４区 
小　西　幸　男 上篠原区 
三　井　令　子 上篠原区 
相　川　幸　子 古村区 
鷹　野　　　仁 古村区 
瀬　戸　やす代 古村区 
清　水　文　香 新居区 
坂　本　直　江 新居区 
岩　丸　　　仁 仲新居区 
鎌　田　保　彦 仲新居区 
鶴　田　重　雄 田中区・田中２区 
高　部　孝　子 田中区・田中２区 
折　居　桂　子 万才１区 
長　幡　敏　男 万才１区 
土　肥　伸　一 万才東区 
望　月　昌　子 万才東区 
中　込　　　環 榎東区 
山　口　幸　子 榎東区 
本　田　由美子 榎西区 
廣　瀬　晴　美 榎西区 
渡　邊　公　男 富竹新田１区 
小　野　はるみ 富竹新田１区 
清　水　道　子 富竹新田２区 
櫻　井　節　子 富竹新田２区 
保　坂　怜　子 富竹新田３区 
　露　由　惠 富竹新田３区 

竹　田　さつき 富竹新田４区 
長　潟　鶴　子 富竹新田４区 
井　上　正　博 竜王仲町区 
上　川　芙美子 竜王新町１区 
奥　田　かほる 竜王新町１区 
小　沼　睦　代 竜王新町２区 
西　山　滋　郎 竜王新町３区 
藤　巻　みや子 竜王新町３区 
佐　野　奈津子 竜王新町４区 
須之内　生　宏 竜王新町４区 
齋　藤　ひろ子 竜王新町５・７区 
勝　俣　吉　春 竜王新町５・７区 
宮　尾　　　巴 竜王新町６区 
石　原　貞　治 竜王新町６区 
水　石　和　雄 名取区 
渡　邉　明　子 名取区 
丸　山　八重子 上八幡区 
坂　本　房　惠 上八幡区 

松　野　絹　子 中八幡区 
清　水　昌　子 中八幡区 
安　藤　　　等 下八幡１区 
芦　澤　とめ子 下八幡１区 
白　木　増　男 下八幡２区 
小田切　雪　美 下八幡２区 
橘　田　さかゑ 下八幡２区 
玉　木　勝　美 下八幡３区 
三　井　洋　子 下八幡３区 
植　松　章　子 玉川東区 
滝　川　美　幸 玉川東区 
森　　　健　一 玉川西区 
村　松　蓉　子 玉川西区 
遠　藤　太　一 八幡新田１区 
石　川　芳　子 八幡新田１区 
吉　澤　秀　幸 八幡新田２区 
澤　井　照　江 八幡新田２区 
高　橋　順　子 月林区 
清　水　文　江 冷間区 
進　藤　　　進 玉川団地１区 
川　上　春　枝 玉川団地２区 
松　本　榮　子 玉川団地２区 

赤　澤　圭　子 牛句 
伊　藤　茂　夫 境１ 
欠　瀬　俊　彦 境２ 
望　月　磯　男 上町北１ 
石　川　正　男 上町北２ 
小田切　秀　夫 上町南 
大久保　美枝子 大久保 
磯　村　富美恵 敷島台１ 
中　山　光　江 敷島台２ 
小田切　きよみ 天狗沢西 
猪　股　節　子 天狗沢東 
保　坂　武　彦 大栄北 
岡　　　篤　子 大栄東 
志　村　千代子 大栄南 
窪　田　友　幸 西町西 
乙　黒　正　枝 西町東 
長　澤　昇　平 事業団 
長　田　高　雄 町屋・寺前 
杉　田　よし子 町屋・町屋南 
中　　　三千代 敷島新町１ 
末　木　清　己 敷島新町２ 
塚　田　　　茂 さつき野 
出　澤　良　人 松島団地北 
肥後橋　　　作 松島団地南 
五　味　育　三 大下条西１ 
長　田　智　綱 大下条西２ 
山　口　順　子 大下条東１ 
相　澤　　　有 大下条東２・大下条南 
 

土　屋　ちせ子 長塚北 
雨　宮　重　子 長塚西 
長　田　博　勝 長塚南 
五　味　千　尋 長塚東 
清　水　昌　子 敷島仲町・敷島竪町 
長　田　照　明 東町西 
窪　澤　とも子 東町仲 
森　澤　篤　美 東町東１ 
小田切　恭　子 東町東２ 
小　池　芳　美 川辺町 
山　田　宣　子 宮地南 
羽中田　穂美子 宮地北 
長　田　ハル代 大下・中下 
岸　本　育　夫 久保・中村・藤の木 
飯　沼　資　春 打返・漆戸・獅子平・上菅口 
小　林　　　積 下芦沢・本村・小川・平見城・上福沢・大明神 
佐　藤　信　二 下管口・安寺・下福沢・前屋・神戸 
高　橋　幸　子 窪田・中島 
石　橋　太　朗 寺平・千田 

中　澤　はるみ 希望ヶ丘 
小　林　昭　二 希望ヶ丘 
烏　谷　まゆみ 登美団地 
石　川　慶　尚 滝坂 
大　澤　知　子 大屋敷 
阿　部　正　洋 下宿・上宿 
丸　山　登志雄 高山台 
石　川　正　明 双葉竪町 
長　田　利　江 大垈 
藤　原　義　海 高原団地 
五　味　春　江 高原団地 
上　坂　敏　子 団子 
中　澤　忠　徳 団子 
飯　室　五十鈴 新田・菖蒲沢 
輿　石　千鶴子 横町 
長　坂　明　彦 バイパス・寺町 
輿　石　富　乃 双葉仲町・上町 
吉　田　幸　四 富士見台 
輿　水　公　男 双葉新町 
小　林　千恵子 旭台 
櫻　井　たか峯 緑ヶ丘・つくし野 
伊　藤　くに子 山本・上の山 
高　山　満壽美 岩森 
山　下　武　文 上志田・下志田 
小田切　しづゑ 東部・塩崎町 
小　林　昭　徳 田畑 
堀　井　節　子 田畑団地・中村条 
祢　津　佳　悛 上郷・米沢・笠石 
土　橋　志ま子 金剛地 
長久保　武　子 滝沢・唐松団地・駒沢 
池　田　愛　子 藍色の街・双葉響が丘団地 
池　田　好　昌 桃花の街・杏色の街・萌黄の街 

民生委員 
・ 

児童委員 

　このほど甲斐市民生委員・児童委員が改選され、次の159名のみなさんが12月１日付け
で新しい委員として厚生労働大臣および山梨県知事より委嘱されました。 
　任期は、平成19年11月30日までの3年間です。生活上のいろいろな問題でお悩みの人は、
お気軽にご相談ください。 

を紹介します！ 

八　代　眞知子 双葉地区全域 
林　　　和　子 双葉地区全域 

小　林　政　子 竜王北中学校区 
前　橋　美知子 竜王中学校区 
太　田　節　子 玉幡中学校区 

松　土　文　恵 敷島小学校区 
西　山　みち子 敷島北小学校区 
持　原　ひろ美 敷島南小学校区 

◇主任児童委員（8名） 

（竜王地区） （双葉地区） （敷島地区） 

■問い合わせは… 
　福祉課（敷島庁舎1階） 　055（277）3114  
　竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 　055（278）1666  
　双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 　0551（20）3651 

◇民生委員児童委員（151名） 

（竜王地区） 
　　氏　　名 担当区域 　　氏　　名 担当区域 　　氏　　名 担当区域 

（敷島地区） 

（双葉地区） 
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市では、自分の生活を振
り返り、正しい知識や具
体的な方法を知り、生活
改善の実践に向けて各教

室を開催しています。ぜひご参加ください。  
※糖尿病教室・ヘルシー教室では、日ごろ飲んでい
るみそ汁の塩分測定が行えます。 
　希望者はみそ汁をご持参ください。 

健康増進課（敷島庁舎1階）　　　055（277）4735 
竜王支所地域課（竜王庁舎1階）　055（278）1666 
双葉支所地域課（双葉庁舎1階）　0551（20）3651

●各種教室のご案内 

ヘルシー 
教　　室 

糖 尿 病  
教　　室 

運　　動 
教　　室 

高血圧、肥満、
高血糖，高脂
血症の人 

１月１８日（火）  
午後１時～ 
4時（申込み１
/１４まで） 

１月２６日（水） 
午前９時～ 
正午（申込み
　１/２４まで） 

1月１２日（水） 
午後１時３０分
～３時（申込
み１/７まで） 

第４課  
運動について体
脂肪測定・血圧
測定・身長・体
重測定 

筆記 
用具 

竜王保健
福祉セン
ター 

敷島保健
福祉セン
ター 

竜王保健
福祉セン
ター 

筆記 
用具 

第４課  
糖尿病食につ
いて（調理実習）
血圧測定・体重
測定・血糖値測
定 

軽運動 

高血圧、肥満、
糖尿病高脂
血症など運動
の必要な人
  

糖尿病、高血
糖の人とその
家族 

対象者 内　容 日時・受付時間 持ち物 場　所 

※ヘルシー教室・糖尿病教室(１課～６課）は１０月～３月まで行います。 

水中ウォーキング初級コース 
日　時　1月26日（水）・２月2日（水）午前１０時～１１時 
場　所　敷島保健福祉センター内歩行浴プール 
対　象　一般成人 
内　容　適度な運動量で、より効果的な歩行法を学び

筋力をつけていきます。全2回 
定　員　１8名 
受講料　２００円（他に１回につき入場料が１００円かかります） 
持ち物　水着、キャップ、タオル類 
講　師　沢田美千代先生（日本スイミングクラブ協会認定） 
申し込み　1月11日（火）午前８時３０分から健康増進課

で受け付けます。（電話受付可）ただし、各コ
ースとも定員になり次第締め切ります。 

■申し込み・問い合わせは… 
　健康増進課　　055（277）4735

●甲府保健所 
○心の健康相談（要予約）　  055（237）1437 
○性に関する心の悩み相談　 055（237）0144 
○エイズ相談・検査　　　　  055（237）1384 
　毎週水・木・金曜日　午後１時～３時 
　第３木曜日　　　    午後５時30分～７時30分 
○在日外国人保健相談　　　055（237）1381

●甲斐市基幹型在宅介護支援センターを開設 
　しました 
 　甲斐市では基幹型在宅介護支援センターを12月１日
に開設しました。 
　当センターでは、高齢者が地域で安心して生活を送る
ことが出来るように、本人及びそのご家族の介護や生活
に関するご相談に応じ、要望、必要に応じたサービスが
総合的に受けていただけるようご支援いたします。※相
談は無料、秘密は厳守します。どうぞお気軽に安心して
ご利用ください。 
具体的には…１　在宅介護に関する各種の相談、２　介
護保険に関する相談、３　高齢者福祉サービスの紹介、
４　保健福祉サービスを総合的に受けるための連絡調整、
５　サービスの利用手続き等を行います。 
対象者　高齢の人、介護を必要とされている人、または

ご家族、介護をされている人等どなたでもご利
用可能　                                                            

受付時間　午前８時30分～午後５時15分 
場　所　甲斐市役所高齢福祉課内（敷島庁舎内1階） 
利用方法　電話または直接ご来庁ください。 
■問い合わせは…　　　　　０５５（２７７）１２４０ 
（電話は２４時間対応ですー夜間・休日は敷島荘に転送） 

●救急医療　 
まずは連絡をしてから・・・ 
○救急医療センター・・・　０５５（２２６）３３９９ 
　夜間救急診療・・・毎日午後７時～午前７時 
　応需医療機関の検索、紹介・・・毎日２４時間対応 
○歯科救急センター・・・　０５５（２２０）１１９９ 
　夜間歯科救急診療・・・日曜、祝日の午後５時～１１時 
○救急調剤センター・・・　０５５（２３６）５２００ 
　夜間救急調剤・・・毎日午後７時～１１時 
　医療品の情報提供など・・・毎日午前９時～午後５時 
○精神科救急医療相談・・・　０５５（２５４）３１１９ 
平日・・・午後５時１５分～９時１５分、 
土・日・祝日・・・午前１１時～午後７時３０分 

●いきいき健康教室を開催します 
　いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるよ
うに多くの人のご参加お待ちしています。 
日　時　１月14日（金）午後１時～１時30分 
場　所　志麻の湯ことぶきセンター 
内　容　栄養士による「コレステロールと食事」 
※いきいき健康教室終了後、健康相談・血圧測定を実
施します。 
■問い合わせは… 
　高齢福祉課（敷島庁舎１階）　　055（277）3116

●総合健診の結果をまだ持ちに来てない人へ 
　総合健診の結果をまだ持ちに来てない人は健康増進
課までご連絡ください。 
■問い合わせは… 
　健康増進課（敷島庁舎１階）　055（277）4735

専用電話 

■申し込みは… 

1
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林野医院 
保坂医院 
広瀬外科医院 
竜王リハビリテーション病院 
赤坂台病院 
神田内科医院 
清水内科循環器科 
中沢クリニック 
杉田小児科医院 
芦沢内科小児科医院 
竜王レディースクリニック 
竜王共立診療所 
保坂メディカルクリニック 
芦沢整形外科医院 
千須和医院 
福島整形外科 
三枝病院 
いいの整形外科 
山内耳鼻咽喉科医院 

西八幡2436 
富竹新田410 
富竹新田1179 
万才287-7 
竜王新町2140 
西八幡904-1 
篠原1429-1 
竜王3091 
篠原2763-1 
玉川159-1 
篠原2199 
富竹新田231-1 
篠原2189-1 
富竹新田1501 
西八幡4357-1 
西八幡1196 
竜王新町1440 
竜王764-1 
篠原226-5

055（276）2816 
055（276）2619 
055（276）2323 
055（276）1155 
055（279）0111 
055（276）1515 
055（279）3366 
055（276）8111 
055（279）2088 
055（279）3355 
055（279）4132 
055（279）8611 
055（230）6550 
055（276）8566 
055（276）1288 
055（279）2255 
055（279）0222 
055（240）8580 
055（279）3339 
 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
　 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 

指定医療機関 住　所 電話番号 インフルエンザ 乳幼児 

予防接種指定医療機関　（＊事前に予約をしてから予防接種を行ってください） 

大久保医院 
小山医院 
志鎌整形外科 
敷島クリニック 
大沢医院 
大房整形外科眼科医院 
うちやま泌尿器・腎ｸﾘﾆｯｸ 
ながせき頭痛クリニック 
桜こどもクリニック 
中島医院 
双葉クリニック 
本橋医院 
響ヶ丘整形外科 
ふたば内科消化器科医院 
鈴木内科医院 
登美の丘クリニック 
りほく病院 
ひかりの里クリニック 

島上条213-3 
島上条492-1 
長塚2 
中下条246 
長塚115-11 
島上条714-1 
中下条926-1 
中下条1844-3 
中下条1900 
下今井88-1 
竜地4710-1 
岩森79-1 
竜地2563-14 
竜地2795-10 
竜地6401-1 
竜地6660 
岩森111 
宇津谷1111

055（277）2129 
055（277）5102 
055（277）6761 
055（277）8300 
055（277）1020 
055（230）9200 
055（277）1211 
055（267）2211 
055（267）0505 
0551（28）2181 
0551（28）6789 
0551（28）6130 
0551（30）8100 
0551（28）8227 
0551（28）2158 
0551（28）6887 
0551（28）8820 
0551（20）3900

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

指定医療機関 住　所 電話番号 インフルエンザ 乳幼児 

受付時間　敷島保健福祉センター 午後1時00分～1時50分、双葉保健福祉センター 午後1時30分～2時 
持参するもの （集団接種）母子健康手帳、予診票　（個別接種）母子健康手帳、予診票、保険証 
◎ 当日、都合のつかない場合は、他の会場で受けることも可能です。（受付時間が異なりますのでご注意ください） 

●予防接種 
内　　　容 

ツベルクリン・BCG 

三種混合（二種混合） 
麻しん、風しん、日本脳炎 

種　別 

集団接種 

個別接種 

実 施 月 日  実 施 場 所  

事前に予約を入れ、指定医療機関にて接種を行ってください。 

該当児（住所地） 

●母子健康手帳の発行 
開庁時間（午前８時３０分～午後５時１５分） 

健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 

印鑑 

時　間 

場　所 

持ち物 

◎妊娠中の心配事等ありましたら、ご相談ください。 

●高齢者等インフルエンザ予防接種 

対　　象　１）市内に住所を有する６５歳以上の人 
希望する指定医療機関に予約をし、接種を行って
ください。予診票は各指定医療機関の窓口に設
置されています。 
生活保護世帯の者は接種費用の助成があります。
健康増進課または地域課窓口にて申請を行ってく
ださい。 

２）市内に住所を有する６０歳～６４歳の人であって、
心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫機能に障害を有する人  
接種券を交付します。身体障害者手帳をお持ちの
人は持参し、健康増進課または地域課窓口で申
請を行ってください。     

接種期間　平成１６年１０月１日～平成１７年１月３１日 
接種場所　甲斐市指定医療機関 
　　　　　＊市外医療機関を希望の人は、健康増進課または地

域課へお問い合わせください。 
自己負担金　１，０００円（ただし、市の助成は３，０００円を限度としま

す。３，０００円を超えた金額については自己負担となり
ます。） 

持 ち 物　保険証または老人医療受給者証 

＊接種期間が1月31日（月）で終了となりますので早めに接 
　種を受けましょう。 

●母と子の栄養教室 

開 催 日 時  開 催 場 所  

北部公民館 
北部公民館 
竜王保健福祉センター 

１月６日（木）午前９時３０分～正午 
１月７日（金）午前９時３０分～正午 
１月７日（金）午前９時３０分～正午 

■申し込みは… 健康増進課（敷島庁舎１階） 　055（277）4735

対象者　小学生（旧竜王地区） 

生活習慣病を予防するには、子どもの頃からの正しい食生
活の確立が大切です。今回は正しいおやつの摂りかたを学
ぼうというテーマで実施します。親子で料理をしながら生
活習慣病について考えてみましょう。 

ツベルクリン Ｂ　Ｃ　Ｇ 
2月 1日（火） 
2月16日（水） 

2月 3日（木） 
2月18日（金） 

生後48ヶ月未満（旧双葉町） 
　　〃　　　（旧敷島町） 

双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 

■問い合わせは…  
　健康増進課（敷島庁舎１階）　 　　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 　055（278）1666 
　双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 　0551（20）3651

■問い合わせは… 健康増進課（敷島庁舎１階） 　055（277）4735、 
 竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666、双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 　0551（20）3651
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●乳幼児健診 
内　容 

4か月児健診 
　　〃 
11か月児健診 
　　〃 
1歳6か月児健診 
　　〃 
2歳児健診 
　　〃 
3歳児健診 
　　〃 

実施月日 
１月19日（水） 
１月２８日（金） 
１月１１日（火） 
１月２７日（木） 
１月１３日（木） 
１月３１日（月） 
１月１４日（金） 
１月１７日（月） 
１月２０日（木） 
１月２５日（火） 
 

該当児（住所地） 実施場所 
H16.  9月生まれ 
　　〃 
H16.  1月生まれ 
　　〃 
H15.  6月生まれ 
　　〃 
H14.12月生まれ 
　　〃 
H13.  7月生まれ 
　　〃 

（旧敷島町・双葉町）  
（旧竜王町）  
（旧敷島町・双葉町）  
（旧竜王町）  
（旧竜王町）  
（旧敷島町・双葉町）  
（旧竜王町）  
（旧敷島町・双葉町）  
（旧竜王町）  
（旧敷島町・双葉町）  

敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 

受付時間　午後1時30分～2時 
持参するもの　母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、3歳児健診） 
　◎上記日程で変更の希望のある人は、事前にご連絡ください。　◎対象者には個人通知を致します。　◎午前中の受付は致しません。 

●離乳食教室 
離乳食の作り方を学び皆で情報交換ができる教室です。 

●母親学級 

内　容 実施月日 該当児 実施場所 
１月21日（金） 
１月27日（木） 

　H１６.３月生まれ  
　H１６.７月生まれ  

竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 

後期の離乳食教室 
前期の離乳食教室 

実施日時 

場　　所 
対 象 者 
講　　師 
持参するもの 
受 講 料 

実 施 日 時  
対　象　者  
講　　　　師 
持参するもの 
受　講　料  
申 し 込 み  

場　　所 

時間　午前９時３０分～１１時３０分（受付９時～９時１５分） 
持参するもの 　母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、お茶等持参してください。 
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。 

　健やかな赤ちゃんの誕生を願い、妊婦を対象に開催しています。       
妊娠中のすごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。       
気軽にお出掛けになり、心配事、悩み事などありましたら、ご相談ください。 

●マタニティービクス教室 
　マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）　音楽にあわせエアロビックなエクササイズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の
衰えを防止することは安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアップへとつながります。 

１月１1日（火）午前９時３０分～正午  
第４課　歯科教室 

歯科衛生士　保健師 
母子健康手帳、筆記用具　第４課については、使用している歯ブラシ   

助産師 保健師 保健師 

敷島保健福祉センター 

無　料 

甲斐市に在住する８か月すぎの妊婦 甲斐市に在住する　５か月すぎの妊婦 

１月１７日（月）　午前９時３０分～正午  
第５課　お産のリハーサル  

１月２４日（月）　午前９時３０分～正午 
第６課　赤ちゃんを迎える準備教室 

１月１９日（水）午前１０時～正午 
甲斐市に在住する５か月すぎの妊婦 
マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 
母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給が必要な人は、お茶等持参してください。 
無　料 
申込書に医師の意見書を添えて申し込んでください。（申込書は、本所・支所に用意してあります） 

双葉保健福祉センター 

●家族介護者教室　開催のお知らせ 
　市では、高齢者が健康で生き生きと生活を送れるよう支援するため、在宅で高齢者を介護し
ている家族を対象として、介護方法の知識と技能の普及を目的に甲斐市竜王在宅介護支援
センターとめぐみ荘、敷島荘に委託し、家族介護者教室を毎月開催しています。多くの皆様の
参加をお待ちしています。 

 

「急変時の対応について」 
日　時　１月12日（水）午後２時～ 
場　所　志麻の里 
　　　 （島上条2543－1） 
対象者　介護を行っている人、 
　　　　及び介護に関心がある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　敷島荘デイサービスセンター 
　　055（277）8811

「安全な食事の介助」 
日　時　１月17日（月）午後２時～ 
場　所　めぐみ荘２階ホール 
　　　　（竜王６４４－５） 
対象者　介護を行っている人、 
　　　　及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　めぐみ荘在宅介護支援センター 
　　０５５（２７８）０８８１ 
 

「痴呆と向き合って 
　　　　２０１５年４人に１人が痴呆の時代」 
日　時　１月19日（水）午後１時30分～ 
場　所　竜王保健福祉センター１階作業室 
　　　　（西八幡３０１８－１） 
対象者　介護を行っている人、 
　　　　及び介護に関心のある人 
■申し込み・問い合わせは… 
　竜王在宅介護支援センター 
　（竜王保健福祉センター内） 
　　０５５（２７９）１１１３ 
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   ●元日 
●赤坂台総合公園展望
塔特別開館 

  
　午前6:30 
●自動交付機停止（～３
日まで） 

●心配ごと相談 
　午前9:00～12:00 
　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと人権相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王北部公民館 

  

●いきいき健康教室 
　午後1:00 
　志麻の湯ことぶきセンター 
 

 

●休館日 
●行政・心配ごと相談 
　午前9:00～12:00 
　敷島保健福祉センター 
　午後1:30～4:00 
　竜王中部公民館 
 

 
●親子スキー教室（～16日） 
　長野県青木湖スキー場 
 

●休館日 
●心配ごと相談 
　午前9:00～12:00 
　敷島保健福祉センター 
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～4:00 
　竜王北部公民館 
●ひもで結ぶおひなさま講座 
　午後1:30～3:30 
　敷島公民館 
 

●休館日 
●行政・心配ごと相談 
　午前9:00～12:00 
　敷島保健福祉センター 
　午後1:30～4:00 
　竜王南部公民館 
●プリザーブドフラワー講座 
　午後1:30～3:30 
　敷島公民館 
 
　 

●２月分学校体育施設開
放随時受付開始 

●３月分社会体育施設一
斉開放受付 

　午後8:00 
　双葉公民館 

  

●敷島スポーツ少年団ジ
ュニアリーダー研修会 
　（～23日） 
　山梨県勤労青年センター 
 

  

●休館日  

赤口 先勝 

仏滅 大安 

先負 仏滅 

仏滅 大安 

大安 

赤口 

赤口 

先勝 

友引 

友引 

●竜王北中、双葉中、しき
しま幼稚園３学期始業式 
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甲府CATV 市町村インフォメーション 市の生活情報やイベント情報を文字情報でお届けしています。

月～金　午前9時02分～、午前11時42分、午後6時38分
土　　　午後10時02分～
日　　　午前9時02分～、午後1時42分～、午後10時02分～

●市内一斉芝焼き
１月30日（日） 午前９時～
※当日は焼却による灰が飛散する恐れがありますので、ご了承ください。

●年始各施設休館日
１月１日（土）～７日（金）までの休館日は９ページの別表で確認してください。
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●甲斐市成人式 
　午前10:00 
　昭和町「アピオ 」 
●玉幡中創立記念日 

●成人の日 
●休館日　　 
●甲斐市消防団出初式 
　午前9:00 
　双葉スポーツ公園 

 

●休館日 

●第10回ふれあい新春
カラオケ大会　 

   午後1:00 
　双葉ふれあい文化館 
 

 

●休館日 ●休館日 
●行政・心配ごと相談 
　午後1:30～3:30 
　双葉公民館 
●３月分社会体育施設開
放随時受付開始 

 

赤口 先勝 友引 

先勝 

31
●市内一斉芝焼き　 
　午前9:00　市内全域 
 

友引 

友引 先負 

先負 仏滅 

先負 

●休館日　 
●竜王小、玉幡小、竜王
南小、竜王北小、竜王
西小、竜王東小、敷島小、
敷島北小、敷島南小、
双葉東小、双葉西小、
竜王中、玉幡中、敷島
中３学期始業式 

 

●休館日 

●休館日 
●国民健康保険税納期限（旧竜王
町第５期・旧敷島町第７期） 

●下水道受益者負担金第４期納期限 
●介護保険料納期限（旧敷島町第
７期） 

 

 ●市章公募開始（～２月４
日まで） 
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水道　休日当番 

日 

  1（土） 
  

修理工事店 電話番号 
佐藤設備 
勝又設備 

055-279-0502 
055-276-7827

長井設備 
田中設備 

 2（日） 

   

 

カネト工業 
山梨相互 

055-276-4548 
055-276-8464

 

小澤設備 
大木設備 

055-276-3118 
055-276-6918

8（土） 

吉澤設備 
新津設備 

055-279-0502 
055-276-2818
055-276-8575 
055-224-4642

10（月） 

16（日） 

22（土） 

23（日） 

29（土） 

30（日） 

 

佐藤設備 
三巨摩工営 

055-276-7827勝又設備 
 

055-276-7827 
055-276-6351

勝又設備 
新津設備 

055-224-4642 
055-276-5053

宝実水道 
甲信ユニット 
カネト工業 055-276-6351 

 カネト工業 
新津設備 

055-276-6351 
055-276-6918

 

 

下水道新規指定店 
・エムズカンパニー 
　　甲府市富竹２－１１－１６グリーン
　フォレストＡ１０１ 

　　電話０９０－１８８２－０５６９ 
・（有）浅野トータルシステム 
　　南アルプス市鮎沢１１０９－１ 
　　電話０５５－２８４－２９７７ 
 

※次の字名の甲斐市牛句・大久保・境・大下条・
中下條・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府市
水道局区域になりますので甲府市水道局へ問
合せ願います。 

■甲府市水道局　055-228-3311

○竜王給水区域は表のとおりです。 
○双葉給水区域、敷島簡易水道は、 
　甲斐市役所に問い合わせ願います。 
■甲斐市役所　055-276-2111

甲信ユニット 
トーショー 

 3（月） 

055-276-5053 
055-276-3271 
 055-276-8575 
055-276-0447

 4（火） 鷹野設備 宝実水道 
055-276-2297 
055-224-4642

 5（水） 
055-276-6351 
055-276-5210

 6（木）　　　　　 

 7（金） 

9（日） 長井設備 宝実水道 

15（土） 

宝実水道 
 

055-224-4642 
 

各種相談の内容
●行政相談
─国や県、市に対する要望や苦情等

●心配ごと
─あらゆる悩みごと心配ごと

●人権相談
─家庭内暴力、差別等

●教育相談
─学校でのいじめ、不登校等

●一般予定●
○１１０番の日（10日）

○文化財防火デー（26日）

○防災とボランティア週間（15日～21日）

○全国学校給食週間（24日～30日）

○食を考える月間



テ ー マ 「甲斐市から見る富士山」
応募規格 カラープリント、デジタルプリントの４ツ切、単作品　

＊デジタルプリントでの撮影については、画像加工不可とする。
撮影期間 平成17年１月1日（土）～４月30日（土）
応 募 先 甲斐市役所（商工観光課、秘書広報課、竜王・敷島支所地域課）、

山梨フジカラー取扱店　
※郵送の場合　〒407-0193 甲斐市下今井171

甲斐市役所商工観光課
締　　切 平成17年５月６日（金）必着
応募資格 プロ・アマチュア問わず。
発　　表 平成17年6月中旬入賞者には通知するとともに、甲斐市広報誌にも

発表します。
表　　彰 市長賞　　賞状と副賞（30万円） １名

金　賞　　賞状と副賞（10万円） ３名
入　選　　賞状と副賞（１万円） 10名

注意事項 ・応募作品は、市の観光、ポスター、パンフレット、広報等に使用
できるもので、甲斐市内から撮影したものに限ります。

・応募作品の裏面には必ず応募票を貼付してください。
・応募枚数に制限はありませんが、入賞は一人一賞とします。
・応募作品は、著作権等が応募者本人にあるもので、過去に他のコ
ンテスト等で入賞していないものに限ります。

・入賞作品の著作権は甲斐市に帰属し、それらは甲斐市の観光、ポ
スター、パンフレット、等に使用させていただきます。

・入賞作品の版権も甲斐市に帰属し、原版は事務局が指定する日ま
でに提出してもらいます。

主　　催 甲斐市　　
協　　賛 甲斐市教育委員会
後　　援 山梨日日新聞社、山梨放送、㈱山梨フジカラー

平成16年９月１日に竜王町、敷島町、双葉町が合併し誕生した「甲斐市」は、北部地域に｢茅ヶ
岳｣｢太刀岡山｣といった｢山梨百名山｣に名を列ねる山々をはじめとする山岳地帯や丘陵地を持ち、
平坦地である中･南部地域も、高層建築物等が少ないことから、市全域から開けた眺望を望むこと
が出来る環境にあり、その優れた地勢から甲斐の国、山梨県を代表する｢富士山｣を市全域におい
て見ることが可能です。
このたび、合併を記念して「甲斐市から見る富士山」写真コンテストを実施します。応募作品

の各ビューポイントを、観光の目玉として活用していくとともに、入選作
品等を、広報誌、観光パンフレット等に広く利用していくことを目的とし
ています。数多くのすばらしい写真のご応募をお待ちしています。

■問い合わせは…
商工観光課（双葉庁舎1階）
0551（20）3654

秘書広報課（竜王庁舎3階）
055（278）1678

竜王支所地域課（竜王庁舎1階）
055（278）1666

敷島支所地域課（敷島庁舎2階）
055（277）3113

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしい 
大豆油インキで印刷しています 




